
一
〇
九

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

は
じ
め
に

肥
後
国
天
草
郡
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
以
降
、
一
七
世
紀
前
半
に
寺
沢

広
高
、山
崎
家
治
、戸
田
忠
昌
等
の
藩
領
と
な
っ
た
が
、寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）

以
後
は
幕
府
領
期
間
で
あ
っ
た
。
幕
府
領
期
間
は
、
支
配
役
所
は
天
草
・
長
崎
・

日
田
代
官
、
西
国
郡
代
、
島
原
藩
預
な
ど
、
た
び
た
び
変
遷
し
て
い
る（
1
）。

西
日
本

に
お
け
る
幕
府
領
の
村
役
人
は
、
そ
の
多
く
が
大
庄
屋
、
庄
屋
、
年
寄
、
百
姓
代

で
あ
っ
た
。
天
草
郡
の
大
庄
屋
、
庄
屋
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
論
、
中
間
支
配

機
構
の
視
点
か
ら
渡
辺
尚
志
、
志
村
洋
が
研
究
し
て
い
る（
2
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
は
本
文
中
で
後
述
す
る
が
、年
寄
、百
姓
代
に
関
す
る
分
析
は
一
部
で
あ
る
。

天
草
の
自
治
体
史
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
り
、
大
庄
屋
、
庄
屋
の
事
例
は

多
い
が
、
年
寄
、
百
姓
代
の
記
述
は
少
な
い（
3
）。

ま
た
村
内
集
団
と
し
て
の
仁
才
に

つ
い
て
は
、
古
川
貞
雄
や
江
守
五
夫
の
若
者
組
の
実
態
に
関
す
る
研
究
が
あ
る（
4
）。

し
か
し
天
草
の
事
例
は
、
自
治
体
史
に
そ
の
存
在
は
記
さ
れ
る
が
、
役
割
や
活
動

な
ど
の
具
体
的
な
分
析
は
皆
無
に
等
し
い（
5
）。

す
で
に
天
草
の
村
内
集
団
に
つ
い

て
は
、
高
浜
村
の
村
政
に
お
け
る
漁
民
の
役
割
、
人
と
物
の
移
動
を
中
心
に
問
屋
、

船
持
層
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る（
6
）。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
の
な
か
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る
天
草
郡
の
年

寄
、
百
姓
代
、
仁
才
、
宿
老
の
村
政
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
四
点
を

分
析
す
る
。
①
高
浜
村
の
事
例
か
ら
、
村
内
の
様
々
な
集
団
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

②
天
草
郡
の
庄
屋
以
外
の
村
役
人
で
あ
る
年
寄
、
百
姓
代
に
つ
い
て
、
村
明
細
帳

や
触
を
素
材
に
時
期
に
よ
る
性
格
の
変
化
を
追
う
。
③
高
浜
村
の
上
田
家
日
記
、

役
替
記
録
、
作
成
文
書
、
印
判
な
ど
か
ら
、
村
に
お
け
る
年
寄
、
百
姓
代
の
役
割

を
考
え
る
。
④
村
方
文
書
に
登
場
し
な
い
仁
才
や
宿
老
に
つ
い
て
、
上
田
家
日
記

の
記
事
か
ら
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
主
に
利
用
す
る
史
料
は
、
高
浜
村
政

の
中
心
で
あ
っ
た
庄
屋
の
上
田
家
文
書（
7
）、

な
か
で
も
七
代
上
田
宜
珍
（
源
作
）

の
日
記
で
あ
る（
8
）。

一　

高
浜
村
の
村
内
集
団
と
村
役
人

一
―
一　

村
内
の
様
々
な
集
団  

―
村
役
人
と
迫

上
田
宜
珍
日
記
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
高
浜
村
に
は
様
々
な
集
団
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
二
月
一
一
日
、
不
正
薬
種
摘

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

―
上
田
家
日
記
を
中
心
に

―

東　
　
　
　
　

昇
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ま
と
め
る
壮
年
以
上
の
宿
老
と
い
う
よ
う
に
わ
か
れ
て
い
た
。

一
―
二　

村
内
の
様
々
な
集
団　

―
生
業
と
宗
教

村
人
の
生
業
に
関
す
る
集
団
と
し
て
、
百
姓
、
漁
師
、
船
持
、
網
方
、
問
屋
中

が
あ
る
。
文
化
一
一
年
五
月
一
一
日
の
惣
村
寄
合
で
は
「
百
姓
漁
師
共
渡
世
稼
或

ハ
親
類
見
舞
等
ニ
付
他
村
ヘ
罷
越
候
」
と
百
姓
、
漁
師
と
あ
る
。
漁
師
の
な
か
に

も
文
化
二
年
閏
八
月
一
六
日
の
惣
村
中
呼
出
で
は
「
船
持
・
網
方
・
万
引
釣
・
魚

釣
中
」
と
あ
り
、
船
持
や
網
方
、
万
引
釣
、
魚
釣
中
と
漁
の
種
類
に
よ
り
細
分
す

る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
文
化
四
年
六
月
一
八
日
の
惣
村
中
寄
会
の
よ
う
に
、「
尤

漁
方
舟
方
ニ
相
拘
候
も
の
」
と
、
漁
方
、
船
方
と
す
る
事
例
も
あ
る
。
問
屋
中
は
、

高
浜
に
出
入
り
す
る
物
資
や
商
売
に
関
わ
る
集
団
で
、
先
述
し
た
文
化
九
年
正
月

元
日
の
年
頭
賀
礼
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
文
化
三
年
五
月
四
日
「
今
日
昼
迄
宮

普
請
相
仕
廻
、
大
工
中
罷
帰
ル
」、
同
三
年
八
月
二
四
日
の
惣
村
寄
合
で
は
「
社

人
医
師
衆
秋
廻
断
」
な
ど
、大
工
中
、社
人
、医
師
衆
な
ど
特
定
の
職
業
も
あ
っ
た
。

宗
教
に
関
す
る
集
団
と
し
て
、
氏
子
中
と
檀
中
が
あ
る
。
文
化
四
年
一
二
月

二
〇
日
の
疱
瘡
祈
祷
の
際
に
、「
来
春
ニ
至
、
迫
々
氏
子
中
真
砂
壱
ツ
宛
持
候
而

参
詣
、
日
こ
も
り
御
立
願
」
と
あ
り
、
氏
神
八
幡
宮
の
氏
子
を
表
す
。
ま
た
文
化

六
年
七
月
晦
日
、
高
浜
村
の
多
く
が
檀
家
で
あ
っ
た
大
江
村
の
江
月
院
に
関
し
て

本
寺
の
東
向
寺
へ
差
出
し
た
書
付
に
は
「
惣
檀
中
帰
依
之
僧
」、「
旦
中
一
統
護
念

可
仕
候
」
と
檀
中
、
旦
中
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
文
化
二
年
の
天
草
崩
れ
に
際
し
て
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
摘
発
さ
れ
た
高

浜
村
を
含
め
た
四
ヶ
村
（
大
江
、
崎
津
、
今
富
村
）
に
お
い
て
使
わ
れ
た
「
異
宗

回
信
」が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、最
初
、一
般
的
な
詫
状
な
ど
に
使
わ
れ
る「
心

発
の
褒
美
と
し
て
「
長
崎
御
奉
行
所
ゟ
御
銀
八
枚
被
下
置
候
ニ
付
而
、
村
役
人
・

問
屋
中
并
重
立
候
者
・
組
頭
中
・
仁
才
頭
中
会
所
ニ
て
祝
ひ
仕
候
」
と
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
村
役
人
、
問
屋
中
、
重
立
候
者
、
組
頭
中
、
仁
才
頭
中
と
い
う
集
団
が

登
場
す
る
。
文
化
九
年
正
月
元
日
の
年
頭
賀
礼
に
は
、「
年
寄
代
・
百
姓
代
并
百

姓
中
江
例
之
通
温
酒
出
」「
問
屋
并
船
持
中
江
右
同
断
」
と
、
年
寄
代
、
百
姓
代
、

百
姓
中
、
問
屋
、
船
持
中
と
い
う
集
団
が
あ
る
。

こ
の
な
か
で
村
役
人
に
分
類
で
き
る
も
の
と
し
て
、
年
寄
代
、
百
姓
代
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
村
役
人
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
組
頭
中
は
五
人
組
頭
で
あ
り
、
享

和
元
年
（
一
八
〇
一
）
一
〇
月
朔
日
「
惣
村
中
家
頭
之
分
、
不
残
呼
出
」
し
、「
組

頭
五
十
五
組
、
家
並
ニ
十
軒
宛
組
合
候
内
、
身
重
成
者
組
頭
ニ
相
定
」
と
あ
る
。

各
家
の
当
主
を
家
頭
と
し
、
そ
の
な
か
か
ら
身
上
の
よ
い
人
物
を
組
頭
と
し
た
。

五
人
組
は
一
〇
軒
を
一
組
と
し
て
い
る
。
ま
た
村
全
体
を
惣
村
中
と
し
、
文
化
二

年
八
月
一
八
日
、
天
草
崩
れ
の
取
調
で
は
「
惣
村
中
、
組
頭
組
子
壱
人
ツ
ヽ
、
御

呼
出
、
已
後
改
方
等
被
仰
渡
候
」
と
あ
る
。
同
じ
五
人
組
の
仲
間
を
組
子
と
表
し

て
い
る
。

つ
ぎ
に
地
縁
集
団
は
、
文
化
四
年
一
二
月
二
〇
日
の
疱
瘡
祈
祷
の
際
に
、「
迫
々

宮
之
分
播
磨
殿
相
廻
、
御
祈
祷
」
と
、
迫
が
あ
る
。
迫
は
「
組
」
や
「
中
」
で
表

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
文
化
一
三
年
正
月
六
日
の
初
寄
合
で
は
、「
役
坐
江
ハ
内

野
組
、八
幡
宮
并
社
人
宅
江
ハ
峯
中
、村
会
所
江
ハ
大
河
内
中
、庵
ヘ
ハ
庵
河
内
中
」

と
防
火
体
制
を
記
す
。
こ
の
迫
に
は
村
役
人
に
準
じ
る
役
と
し
て
、
宿
老
、
仁
才

頭
が
い
る
。
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
七
月
二
〇
日
「
一
惣
村
中
、
宿
老
・
仁

才
頭
・
惣
仁
才
共
呼
寄
」
と
、
宿
老
・
仁
才
頭
・
惣
仁
才
と
あ
る
。
こ
の
宿
老
、

仁
才
頭
は
年
齢
に
応
じ
た
集
団
で
、
若
年
層
の
仁
才
を
ま
と
め
る
仁
才
頭
、
迫
を
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百
姓
代
の
二
つ
の
階
層
に
分
類
し
て
い
る（
9
）。

ま
ず
大
庄
屋
と
庄
屋
間
は
格
差
が

小
さ
く
、
大
庄
屋
は
村
の
庄
屋
も
兼
任
し
て
い
る
。
両
者
と
も
に
世
襲
制
で
、
所

持
す
る
石
高
も
多
く
、
居
村
の
支
配
と
冨
岡
の
年
番
会
所
の
運
営
を
主
に
行
っ
て

い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
年
寄
、
百
姓
代
は
、
年
番
制
で
あ
り
所
持
す
る
石
高
は
少

な
い
。
村
の
行
政
実
務
を
担
当
し
、
特
に
村
入
用
は
年
寄
主
体
で
庄
屋
は
関
与
し

て
い
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
具
体
的
に
本
戸
組
楠
浦
村
の
年
寄
、
百
姓
代
の
役
替

に
つ
い
て
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
か
ら
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
期
間
を
分

析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
年
寄
は
年
番
で
再
任
な
し
、
た
だ
し
数
年
後
の
再
任

は
あ
る
。
百
姓
代
は
四
・
五
年
で
交
代
し
、
年
寄
と
百
姓
代
の
間
に
同
一
人
物
が

い
る
こ
と
か
ら
、
同
階
層
レ
ベ
ル
の
村
人
が
担
っ
た
と
し
て
い
る
。

同
じ
本
戸
組
の
本
戸
馬
場
村
に
は
、 

弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
三
月
年
寄
二
名
、

百
姓
代
六
名
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
、
持
高
、
年
齢
を
ま
と
め
た
も
の
が
表

1
で
あ
る（
10
）。

持
高
は
無
高
二
人
を
含
め
て
、
最
大
が
百
姓
代
萬
蔵
一
〇
・
五
九
八

石
で
平
均
四
・
二
一
九
石
と
な
る
。
年
齢
も
年
寄
惣
次
二
九
歳
か
ら
百
姓
代
卯
左

得
違
」
と
い
う
呼
称
か
ら
、
踏
絵
を
踏
ん
で
異
宗
（
キ
リ
ス
ト
教
）
か
ら
仏
教
に

立
ち
返
っ
た
と
い
う
意
味
の
「
異
宗
回
信
」
へ
と
変
化
し
た
。
文
化
二
年
六
月
朔

日
「
江
間
新
五
右
衛
門
殿
平
井
為
五
郎
殿
御
上
下
四
人
、
大
江
村
ゟ
舟
ゟ
御
越
、

当
村
百
姓
共
之
内
、宗
門
心
得
違
之
者
御
調
子
御
仕
懸
リ
、別
紙
相
記
シ
有
之
」
と
、

他
三
村
に
続
い
て
高
浜
村
で
も
調
査
が
開
始
さ
れ
た
際
に
、「
宗
門
心
得
違
之
者
」

と
記
さ
れ
る
。
翌
文
化
三
年
八
月
二
八
日
に
は
「
御
奉
行
天
野
弥
藤
次
様
谷
川
岩

兵
衛
様
廿
六
日
長
崎
ヘ
御
出
、
踏
絵
御
請
取
、
茂
木
ゟ
冨
岡
江
御
渡
海
、
四
ケ
村

異
法
持
候
者
共
絵
踏
被
仰
付
候
筈
ニ
付
」
と
、
奉
行
の
踏
絵
廻
村
に
際
し
て
「
異

法
持
候
者
」
と
変
化
す
る
。
そ
し
て
文
化
四
年
三
月
一
〇
日
に
は
「
異
宗
回
信
之

者
共
影
踏
帳
一
帳
に
相
認
候
」
と
、「
異
宗
回
信
」
に
な
る
。
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

ま
ず
一
般
的
な
事
件
に
使
用
さ
れ
る
心
得
違
と
さ
れ
、
つ
ぎ
に
異
法
を
行
っ
て
い

た
者
へ
変
わ
り
、
そ
し
て
踏
絵
を
踏
む
こ
と
に
よ
り
異
宗
か
ら
回
信
し
た
者
と

な
っ
た
。
天
草
崩
れ
後
の
、
島
原
藩
、
幕
府
の
対
応
に
よ
り
、
集
団
の
名
称
が
変

化
し
て
い
る
。

高
浜
村
に
は
、村
役
人
を
は
じ
め
、家
や
地
縁
の
迫
、生
業
で
あ
る
百
姓
、漁
師
、

問
屋
、
宗
教
で
あ
る
氏
子
、
檀
中
、
異
宗
回
信
な
ど
、
様
々
な
集
団
が
あ
っ
た
。

二　

近
世
後
期
の
年
寄
、
百
姓
代
の
変
化

二
―
一　

天
草
の
村
役
人
と
年
寄
、
百
姓
代

天
草
の
各
村
に
は
、
他
の
幕
府
領
と
同
じ
く
大
庄
屋
、
庄
屋
、
年
寄
、
百
姓
代

の
村
役
人
が
置
か
れ
た
。
志
村
洋
は
、天
草
の
村
役
人
は
大
庄
屋
、庄
屋
と
、年
寄
、

表 1　弘化 5年本戸馬場村の
年寄百姓代一覧

役職 名前 持高（石） 年齢 

年寄 国太郎 1.495 56
年寄 惣次 3.853 29
百姓代 萬蔵 10.598 30
百姓代 亀之丞 8.809 40
百姓代 徳助 0 42
百姓代 由蔵 1.324 49
百姓代 傳之助 7.67 39
百姓代 卯左衛門 0 51

平均 4.219 42
出典： 『天領天草大庄屋木山家文書

万覚』二、三五七～三五八頁。
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て
村
中
で
人
選
し
、
そ
れ
を
冨
岡
役
所
へ
提
出
す
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
同
じ
郡
内
の
村
で
も
少
し
づ
つ
違
い
が
あ
り
、
村
中
の
人
選
と
庄
屋
の
選

定
、
勤
務
年
数
、
前
年
の
年
寄
、
百
姓
代
を
勤
め
る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
事
情
に
応
じ
て
変
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
―
二　

触
か
ら
み
る
年
寄
、
百
姓
代
の
変
化　

―
文
化
、
文
政
期

そ
れ
で
は
天
草
に
お
け
る
年
寄
、
百
姓
代
に
関
す
る
変
化
に
つ
い
て
、
本
戸
組

大
庄
屋
木
山
家
文
書
「
御
用
触
写
帳
」（
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
〜
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
））
の
触
か
ら
み
て
い
き
た
い（
13
）。

な
か
で
も
多
い
の
は
、
役
替
届
に

関
す
る
も
の
で
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
四
月
の
冨
岡
会
所
の
触
で
は
「
当

郡
村
々
年
寄
百
姓
代
役
之
儀
、
願
届
茂
不
致
名
前
を
居
置
、
人
者
年
々
代
り
不
宜

候
間
、
以
来
ハ
毎
春
役
替
い
た
し
候
毎
ニ
願
書
可
差
出
候
、
右
者
御
差
図
ニ
付
申

渡
置
候
」
と
あ
る（
14
）。

こ
れ
ま
で
役
替
に
際
し
て
、
届
を
出
さ
ず
交
代
し
て
い
た

た
た
め
、
今
後
は
毎
春
の
役
替
の
際
に
願
書
を
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

「
風
土
行
事
書
上
帳
」
の
各
村
の
事
例
を
み
る
と
、
こ
の
触
以
降
、
毎
春
の
正
月

に
願
書
を
差
し
出
す
方
法
は
、
幕
末
ま
で
変
更
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
順
調
に
機
能
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
文
政
一
二
年

（
一
八
二
九
）
正
月
、
年
寄
の
役
替
の
際
に
願
書
を
差
し
出
す
こ
と
、
村
々
の
年

寄
と
百
姓
代
の
名
前
を
大
庄
屋
の
組
限
り
に
帳
面
に
仕
立
て
郡
会
所
へ
提
出
す
る

よ
う
に
触
が
出
て
い
る（
15
）。

こ
の
時
の
年
寄
の
役
替
願
書
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る（
16
）。

　
　
　
　
　
　

大
多
尾
村
年
寄

衛
門
五
一
歳
ま
で
幅
広
く
、
平
均
四
二
歳
と
な
る
。
い
ず
れ
も
持
高
や
年
齢
か
ら

は
、
年
寄
、
百
姓
代
間
の
違
い
は
み
ら
れ
ず
、
同
様
の
階
層
か
ら
人
選
さ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
高
浜
村
の
村
役
人
、
特
に
人
選
に
つ
い
て
は
慶
応
四
年
九
月
「
風
土
行
事

書
上
帳
」
の
「
村
法
之
事
」
の
正
月
一
五
日
集
会
に
詳
し
い（
11
）。

そ
こ
に
は
、
ま

ず
「
年
寄
百
姓
代
肝
煎
等
可
勤
人
柄
相
撰
、
名
前
書
庄
屋
方
江
差
出
」
と
あ
り
、

村
方
で
年
寄
、
百
姓
代
、
肝
煎
候
補
の
人
選
を
行
い
庄
屋
へ
名
前
を
提
出
す
る
。

そ
し
て
庄
屋
が
そ
の
な
か
か
ら
年
寄
二
人
、
百
姓
代
四
人
、
肝
煎
二
人
の
計
八
人

を
選
定
し
、
冨
岡
役
所
へ
提
出
す
る
。
肝
煎
に
つ
い
て
は
、「
尤
肝
煎
ハ
村
方
諸

使
走
ニ
御
座
候
間
不
奉
願
、
村
限
之
役
ニ
御
座
候
」
と
、
村
方
の
諸
使
走
と
し
て

村
内
の
役
で
あ
り
役
所
へ
の
願
出
は
な
い
と
す
る
。

同
じ
「
風
土
行
事
書
上
帳
」
の
現
存
す
る
他
村
の
状
況
を
み
て
い
く
と
、
志
村

が
対
象
と
し
た
楠
浦
村
で
は
、
正
月
一
一
日
、
年
寄
、
百
姓
代
は
一
年
で
交
替
し
、

組
よ
り
二
・
三
人
を
宛
て
寄
合
入
札
し
て
人
選
し
、
陣
屋
へ
報
告
し
て
い
る（
12
）。

先

の
分
析
で
は
、
百
姓
代
は
四
・
五
年
で
交
代
し
て
い
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
年
寄

と
同
じ
く
一
年
交
替
と
な
っ
て
い
る
。
御
領
組
本
泉
村
も
正
月
一
一
日
に
、
年
寄
、

百
姓
代
は
一
年
交
代
、
村
中
で
人
選
し
届
を
出
す
と
あ
る
。
高
浜
村
と
同
じ
大
江

組
の
福
連
木
村
は
正
月
一
一
日
に
交
代
、
村
中
で
人
選
、
百
姓
代
二
人
は
五
年
、

一
〇
年
勤
め
、
勤
め
難
い
時
は
人
選
し
、
名
前
届
を
提
出
し
て
お
り
、
百
姓
代
の

勤
務
年
数
が
長
い
。
御
領
組
下
河
内
村
で
は
一
二
月
の
仕
舞
寄
の
際
に
庄
屋
宅
へ

集
ま
り
、
村
中
で
人
選
し
役
儀
願
を
提
出
す
る
。
百
姓
代
の
内
一
人
は
、
前
年
の

年
寄
役
が
勤
め
て
い
る
。

以
上
、
高
浜
村
を
含
め
た
五
か
村
は
、
年
寄
、
百
姓
代
を
年
始
の
集
会
に
お
い



一
一
三

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

う
な
触
が
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、
村
方
の
新
た
な
動
き
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

文
政
八
年
一
〇
月
二
九
日
、
冨
岡
役
所
か
ら
年
寄
、
百
姓
代
の
人
選
に
関
し
て

触
が
出
さ
れ
て
い
る（
19
）。

こ
こ
に
は
「
村
々
年
寄
役
百
姓
代
役
」
を
勤
め
る
な
か

に
家
頭
で
な
い
者
が
お
り
、「
宗
門
帳
者
家
内
人
ニ
認
有
之
候
を
年
寄
役
ニ
為
勤

候
も
有
之
如
何
ニ
候
」
と
、
家
頭
で
は
な
く
家
内
人
に
年
寄
を
勤
め
さ
せ
る
の
は

問
題
な
の
で
、
今
後
は
家
内
人
の
村
役
人
就
任
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
但
書

で
「
年
寄
役
者
正
路
ニ
而
、
御
用
向
弁
候
も
の
ニ
為
勤
可
申
候
」
と
、
年
寄
は
正

路
で
あ
っ
て
、
御
用
向
に
長
け
て
い
る
者
に
勤
め
さ
せ
る
よ
う
に
と
あ
る
。
天
草

郡
は
人
口
が
多
く
、
宗
門
帳
記
載
の
家
に
複
数
の
家
族
が
ま
と
め
ら
れ
、
家
頭
は

本
家
、
家
内
人
は
小
屋
と
も
記
さ
れ
た（
20
）。

ま
た
こ
の
触
に
は
、
庄
屋
、
年
寄
が
御
用
向
で
冨
岡
陣
屋
へ
出
勤
す
る
場
合
、

船
や
駕
籠
、
馬
に
乗
り
、
食
料
ま
で
持
参
す
る
の
を
禁
じ
、
以
後
は
雨
具
袴
な
ど

は
自
分
で
風
呂
敷
に
入
れ
て
運
ぶ
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
庄
屋
、
年

寄
が
届
な
ど
を
自
分
で
持
参
す
る
よ
う
に
し
、
冨
岡
役
所
へ
飛
脚
で
送
る
の
を
禁

じ
て
い
る
。
年
寄
だ
け
で
は
な
く
庄
屋
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
村
役
人
の
勤
務
状

態
に
つ
い
て
、
不
相
応
の
行
動
を
指
摘
し
て
い
る
。
渡
辺
尚
志
に
よ
る
と
、
陣
屋

で
は
大
庄
屋
、
庄
屋
層
の
権
威
的
振
る
舞
い
が
村
方
騒
動
の
原
因
と
考
え
て
い
た

と
し
て
お
り
、
こ
の
文
政
期
に
、
御
用
を
年
寄
や
筆
者
に
任
せ
る
こ
と
を
禁
止
す

る
触
が
多
数
出
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
21
）。

こ
の
文
化
、
文
政
期
に
は
、
年
寄
、
百
姓
代
の
役
替
、
人
選
、
御
用
向
に
関
す

る
触
が
出
て
お
り
、
人
選
の
際
に
は
石
高
や
家
頭
で
あ
る
こ
と
の
確
認
、
年
寄
代
、

百
姓
惣
代
な
ど
の
新
規
の
役
職
名
の
禁
止
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
庄
屋
や
庄

　
　
　

持
高
三
石
壱
升
八
合 

冨
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
丑
三
十
六
才

右
之
も
の
江
当
丑
年
寄
役
被
仰
付
度
、
尤
村
中
人
撰
之
上
奉
願
上
候
間
、
何

卒
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
以
上

　

丑
正
月　
　

大
多
尾
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

武
部
種
左
衛
門

冨
岡
御
役
所

文
政
一
二
年
正
月
、
本
戸
組
大
多
尾
村
の
年
寄
に
冨
右
衛
門
を
選
ん
だ
と
、
庄

屋
が
冨
岡
役
所
へ
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
願
書
に
も
該
当
者
の
持
高
と
年
齢
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

同
年
一
〇
月
、
冨
岡
会
所
か
ら
、
年
寄
代
、
百
姓
惣
代
の
呼
称
を
禁
止
す
る
触

が
出
さ
れ
る（
17
）。

ま
ず
「
村
役
相
勤
候
役
名
之
儀
」
と
は
、
庄
屋
、
年
寄
、
百
姓

代
の
「
三
役
之
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
と
規
定
し
、
不
心
得
の
村
々
で
は
、
年

寄
代
や
百
姓
惣
代
と
い
う
役
の
者
が
い
る
と
す
る
。
そ
も
そ
も
百
姓
代
は
、
庄
屋
、

年
寄
が
「
御
用
向
難
罷
出
節
者
」
は
代
理
と
し
て
「
罷
出
相
勤
候
」
者
で
あ
り
、

三
役
に
故
障
あ
る
場
合
は
、
組
頭
が
代
理
を
勤
め
る
も
の
で
あ
る
。
年
寄
、
百
姓

代
は
毎
年
役
替
す
る
際
に
は
印
鑑
を
役
所
へ
差
し
出
す
よ
う
に
と
あ
る
。
ま
た
宗

門
帳
な
ど
に
も
百
姓
代
の
名
前
を
記
さ
な
い
村
が
あ
り
不
心
得
で
、「
年
寄
代
又

者
百
姓
代
と
百
姓
惣
代
と
紛
敷
役
名
認
差
出
」
を
禁
止
し
て
い
る
。
渡
辺
尚
志
に

よ
る
と
、
文
政
期
の
社
会
状
況
は
、
村
役
人
と
小
前
の
対
立
が
前
面
に
出
て
い
た

文
化
期
に
比
べ
て
、
相
対
的
に
安
定
期
で
あ
っ
た
と
す
る（
18
）。

し
か
し
、
こ
の
よ



一
一
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

て
毎
年
交
代
を
禁
止
す
る
「
口
達
書
」
と
し
て
会
所
詰
大
庄
屋
か
ら
出
さ
れ
た（
23
）。

天
草
郡
で
は
定
年
寄
と
し
て
数
代
相
勤
め
る
者
、
年
々
交
代
す
る
者
が
あ
る
。
し

か
し
「
壱
ヶ
年
持
」
で
は
、「
自
分
勤
向
等
閑
ニ
相
成
、
其
上
御
用
村
用
共
見
覚

方
茂
薄
く
、村
方
取
締
向
も
疎
漏
」
と
な
る
た
め
、年
々
交
代
を
中
止
し
、三
、四
ヶ

年
ご
と
に
交
代
す
る
。
人
柄
に
よ
っ
て
は
そ
の
後
も
継
続
し
、
村
全
体
が
帰
服
す

る
者
を
見
立
て
願
い
出
る
よ
う
に
と
あ
る
。
そ
し
て
百
姓
代
も
年
寄
に
準
じ
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
年
寄
、
百
姓
代
は
実
印
を
使
用
す
る
こ
と
、
交
代
す
る
際
の

譲
印
を
禁
じ
た
。
続
け
て
役
所
へ
の
願
の
際
、
年
寄
、
百
姓
代
の
代
人
と
し
て
、

小
前
の
者
が
羽
織
を
着
用
し
村
役
人
の
様
に
振
る
舞
う
こ
と
を
禁
じ
、
羽
織
着
用

は
年
寄
、
百
姓
代
に
限
定
す
る
と
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
様
々
な
機
会
に
役
所
が
把
握
す
る
村
役
人
層
を
越
え
て
村
人

が
活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
冨
岡
役
所
、
会
所
は
、
在
勤
期
間
の
延
長
や

印
判
、
衣
装
な
ど
の
統
制
か
ら
、
再
把
握
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
年
寄
、
百
姓
代
を
改
め
る
た
め
に
、
嘉
永
三
年
二
月
に
は
、
役
替

願
を
宗
門
改
廻
村
時
に
提
出
す
る
よ
う
冨
岡
会
所
の
触
が
出
て
い
る（
24
）。

こ
れ
ま

で
村
々
の
年
寄
、
百
姓
代
の
役
替
願
は
、「
得
斗
御
取
糺
」
の
た
め
、
村
役
人
が

冨
岡
へ
三
、四
日
も
滞
留
す
る
こ
と
と
な
り
村
々
が
難
渋
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は

「
年
々
交
代
相
願
候
」
と
あ
り
、
嘉
永
元
年
の
毎
年
交
代
禁
止
の
触
が
、
す
で
に

変
更
し
て
い
る
。
こ
の
役
替
届
に
は
定
日
が
な
い
の
と
、
春
は
特
に
御
用
繁
多
な

の
で
、
御
用
つ
い
で
の
際
に
ま
と
め
て
提
出
し
よ
う
と
不
心
得
が
発
生
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
こ
れ
以
降
、
宗
門
改
廻
村
の
際
、
大
庄
屋
、
庄
屋
宅
で
出
役
へ
願
書
を

差
出
す
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
。
役
替
願
を
厳
格
に
行
う
と
、
一
方
で
は
村
の
行

政
に
支
障
が
発
生
す
る
と
い
う
矛
盾
を
解
決
す
る
方
法
で
、
支
配
役
人
が
宗
門
改

屋
と
と
も
に
、
年
寄
、
百
姓
代
の
役
割
、
性
格
が
変
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

二
―
三　

触
か
ら
み
る
年
寄
、
百
姓
代
の
変
化　

―
天
保
、
嘉
永
期

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
閏
正
月
、
会
所
詰
大
庄
屋
か
ら
の
「
申
渡
」
で
は
、

村
役
人
の
勤
方
に
つ
い
て
記
す（
22
）。

こ
こ
で
は
大
庄
屋
や
庄
屋
を
役
所
へ
呼
び
出

し
て
も
病
気
だ
と
し
て
、
年
寄
や
年
寄
代
と
呼
ば
れ
る
「
何
事
茂
不
相
弁
、
尋
候

儀
答
も
難
出
来
程
之
愚
昧
之
百
姓
を
差
出
」
す
の
で
、「
申
出
候
趣
意
も
難
相
分
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
御
用
に
不
慣
れ
な
年
寄
が
い
る
た
め
、「
年
寄
百

姓
代
等
者
村
方
ニ
而
庄
屋
江
差
続
、
御
用
向
始
村
用
取
締
等
精
々
心
附
、
小
入
用

相
減
候
様
可
取
計
候
」
と
し
て
い
る
。
年
寄
、
百
姓
代
は
庄
屋
に
続
く
村
役
人
で

あ
る
の
で
、
御
用
向
や
村
の
取
締
に
出
精
し
、
出
費
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

そ
し
て
年
寄
に
つ
い
て
は
「
村
方
ニ

百
姓
代
之
内

壱
ヶ
年
持
ニ
相
願
候
間
、

其
身
も
纔
一
ヶ
年
之
事
ニ
付
、
不
勤
馴
候
共
宜
敷
儀
と
等
閑
ニ
相
心
得
」
る
者
が

あ
る
。
そ
の
た
め
「
却
而
村
役
人
ニ
も
無
之
筆
者
ヲ
重
し
諸
事
為
相
任
候
間
、
品

ニ
寄
手
違
之
儀
も
間
々
有
之
不
束
之
事
ニ
候
」
と
す
る
。
百
姓
代
の
な
か
か
ら
一

年
交
代
で
勤
め
る
た
め
、
御
用
に
不
慣
れ
で
も
よ
い
と
考
え
、
一
方
で
村
役
人
で

は
な
い
筆
者
に
諸
事
を
任
せ
る
こ
と
が
多
く
、
手
違
い
が
多
く
な
っ
た
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
年
寄
は
、
三
、四
年
か
五
、六
年
勤
め
る
人
選
を
行
う
よ
う
に
指
示

し
て
い
る
。
御
用
が
多
様
化
し
て
い
く
な
か
で
大
庄
屋
、
庄
屋
を
は
じ
め
村
役
人

の
行
政
能
力
が
伴
わ
な
い
場
合
も
多
く
、
一
年
交
代
制
、
不
慣
者
の
村
役
人
就
任
、

筆
者
の
重
用
な
ど
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
内
容
と
同
じ
触
が
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
一
二
月
に
百
姓
代
も
含
め



一
一
五

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

三　

高
浜
村
の
村
役
人
の
実
態

三
―
一　

役
替
と
「
年
寄
立
会
肝
煎
役
替
記
録
帳
」

高
浜
村
に
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
か
ら
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
ま
で

の
三
七
年
間
の
年
寄
（
定
年
寄
・
年
寄
代
）、
立
会
（
百
姓
代
）、
肝
煎
、
使
番
の

名
前
を
記
録
し
た
「
年
寄
立
会
肝
煎
役
替
記
録
帳
」
が
あ
る（
29
）。

記
録
さ
れ
た
期

間
は
、
七
代
宜
珍
、
八
代
信
親
、
九
代
定
行
の
庄
屋
在
任
期
で
あ
る
。
様
式
は
、

各
年
の
役
替
日
の
後
に
役
職
名
と
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た

も
の
が
表
2
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
高
浜
村
の
村
役
人
の
特
徴
を
い
く

つ
か
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
三
役
と
よ
ば
れ
る
百
姓
代
の
名
称
が
立
合
と
あ
り
、
百

姓
代
は
文
化
一
〇
年
〜
文
政
二
年
の
み
で
あ
る
。
文
化
一
〇
年
は
、
天
草
郡
が
島

原
藩
預
か
ら
長
崎
代
官
支
配
へ
変
更
し
た
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
連
動
し
て
名
称
が

百
姓
代
に
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
述
し
た
役
替
届
の
触
も
文
化
一
二
年

に
初
め
て
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
領
の
代
官
支
配
に
戻
っ
た
こ
と
で
、
制
度

面
で
の
厳
格
な
施
行
が
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
肝
煎
や
使
番
と
い

う
役
が
あ
る
が
、先
述
し
た
慶
応
四
年「
風
土
行
事
書
上
帳
」に
記
さ
れ
た
と
お
り
、

村
方
の
諸
使
走
で
村
内
の
役
で
あ
り
役
所
へ
の
願
出
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
は
年
寄
、
肝
煎
が
各
二
人
、
立
会
は
最
初
二
人
、
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
三
人
、
享
和
四
年
以
降
四
人
と
な
る
。
慶
応
四
年
「
風
土
行
事
書

上
帳
」
に
は
年
寄
二
人
、
百
姓
代
四
人
、
肝
煎
二
人
の
計
八
人
が
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
八
人
体
制
が
、
享
和
四
年
以
降
、
継
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
寄
、

立
会
（
百
姓
代
）
は
年
番
制
で
、
数
年
後
の
再
任
は
み
ら
れ
る
。
肝
煎
の
一
部
に

の
際
に
毎
年
廻
村
す
る
制
度
を
利
用
し
た
打
開
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
様
の
触

は
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
四
月
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
に
出
て
お
り
、

継
続
的
に
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る（
25
）。

嘉
永
四
年
五
月
に
は
、
定
年
寄
の
調
査
に
関
す
る
冨
岡
会
所
の
触
が
出
さ
れ
る（
26
）。

定
年
寄
の
い
る
村
で
は
、
村
名
、
名
前
、
就
任
年
月
日
、「
定
年
寄
ニ
相
成
候
訳
柄
」

を
調
査
し
、
大
庄
屋
組
別
に
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。「
定
年
寄
御
聞
済

相
成
始
末
書
上
候
様
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
三
役
で
は
な
い
新
た
な
村
役
人
が

登
場
し
て
い
る
。
す
で
に
役
所
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
者
が
多
く
、
無
視
で
き
な

い
存
在
と
な
る
な
か
で
、
本
格
的
に
調
査
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
慶
応
四
年
一
一
月
に
は
定
年
寄
の
帯
刀
を
許
可
し
て
お
り
、
政
権
が
交

替
す
る
な
か
で
定
年
寄
層
を
取
り
込
む
た
め
の
施
策
で
あ
っ
た（
27
）。

そ
れ
は
す
で

に
、
同
年
二
月
天
草
郡
に
駐
留
し
た
薩
州
陣
営
か
ら
出
さ
れ
た
触
に
、「
今
之
時

勢
役
威
無
之
候
而
ハ
、
諸
指
揮
等
も
難
行
届
候
」
の
た
め
、
庄
屋
層
へ
帯
刀
許
可

を
し
て
お
り
、
こ
れ
と
同
様
の
趣
旨
と
思
わ
れ
る（
28
）。

こ
の
よ
う
に
天
保
期
以
降
の
触
で
は
、
御
用
に
不
慣
れ
な
村
役
人
の
増
加
に
よ

り
、
年
寄
、
百
姓
代
を
一
年
交
替
か
ら
数
年
交
代
に
変
更
し
、
役
替
願
の
徹
底
、

印
判
や
服
装
の
統
制
な
ど
を
実
施
し
た
。
し
か
し
事
態
の
根
本
的
な
解
決
に
は
結

び
つ
か
ず
、
定
年
寄
と
い
う
役
職
を
公
式
に
村
役
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様

で
増
加
す
る
御
用
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
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表 2　高浜村の年寄・百姓代の変遷（寛政 2～文政 9年）
年代 役替日 年寄 立会 肝煎 使番

1 寛政2 10月29日 用兵衛 清作 彦兵衛 兵四郎 郡兵衛 傳七
2 寛政3 10月13日 権助 善蔵 久次平 庄吉 藤四郎 五平
3 寛政4 10月17日 傳次平 用吉 友蔵 長七 源助 梅蔵 三左衛門 三作
4 寛政5 10月16日 只助 夘助 廣右衛門 元蔵 幸作 左兵衛
5 寛政6 11月17日 彦兵衛 久次平 徳之丞 貞吉 嘉平 常七
6 寛政7 ― 珍作 次作 傳七 常吉
7 寛政8 ― 嘉右衛門○ 曽平太 兵四郎 好蔵 太兵衛
8 寛政9 10月10日 元蔵 長七 養吉 弥吉 三代作 政吉 三郎吉
9 寛政10 10月24日 彦右衛門 三代作 傳次平 冨蔵 弥三右衛門 栄作
10 寛政11 10月19日 民蔵 源助 茂平 傳四郎 乙作 権次郎
11 寛政12 9月3日 吉蔵 弁作 善蔵 権吉 喜平太 兵吉
12 寛政13 9月5日 用吉○ 珍作□ 熊作□ 伊予作 益蔵 友市
13 享和2 9月12日 傳次平 伴蔵 友兵衛 文次郎 吉之丞 又蔵 六平次
14 享和3 9月13日 三郎吉 左兵衛 豊吉 源兵衛 元蔵 浅太 浅九郎
15 享和4 9月20日 半蔵 友作 栄七 弁作 紋吉 熊平 貞右衛門 益七 千蔵 傳十
16 文化2 閏8月6日 善蔵 加四郎 久次郎 閑兵衛 清四郎 政吉 幸太郎 伊作
17 文化3 8月24日 半七○ 磯吉 政吉 悦蔵 幾平 唐七 伊作 一平 実蔵
18 文化4 8月19日 伊作 紋作 貞右衛門 虎右衛門 槌蔵 源助 儀七 作之丞
19 文化5 8月17日 佐兵衛 清内 弥右衛門 力蔵 吉郎次 幾平 三市 長右衛門
20 文化6 8月28日 悦蔵 貞右衛門 忍平 又蔵 佐右衛門 元蔵 勘四郎 祐蔵
21 文化7 9月10日 養吉 梅作 亀二郎 比佐蔵 才作 友七
22 文化8 8月27日 幾平 太郎次 利喜蔵 勘兵衛 磯左衛門 友市
23 文化9 9月15日 伝兵衛 善作 甚四郎 栄作 半七 種作
24 文化10 9月29日 忍平 清内 政吉△ 惣四郎△ 藤次郎△ 甚七△ 光右衛門 国吉
25 文化12 正月28日 傳次平○ 源助 磯吉 曽平太 傳七 逸平 長右衛門 貞兵衛 甚次郎
26 文化13 2月28日 半七□ 種助□ 弥右衛門△ 銀之丞△ 綱七△ 儀右衛門△ 運平 甚松
27 文化14 2月29日 貞右衛門 磯右衛門 善七 弥平 龍蔵 浅右衛門 利市 紋太郎
28 文化15 3月5日 権右衛門 幸太郎 藤七△ 恵四郎△ 又右衛門△ 種右衛門△ 万吉 猪右衛門
29 文政2 3月5日 逸平 紋七 助市△ 倉右衛門△ 金七△ 弥重郎△ 金右衛門 千吉
30 文政3 3月5日 嘉平次 初蔵 新七 喜三右衛門 勇蔵 友平 忍吉 秀吉
31 文政4 3月5日 浅右衛門 綱七 亀七 常助 為吉 喜三五郞 権之助 常吉
32 文政5 3月6日 磯右衛門 弥太右衛門 瀬平 権助 貞兵衛 節蔵 千四郞 友兵衛
33 文政6 3月5日 甚七 種右衛門 善七 仁平 貞吉 友左衛門 弁次 善蔵
34 文政7 3月5日 忍平 幾平 勝五郎 實蔵 恵四郎 初蔵 甚右衛門 甚太郎
35 文政8 3月5日 由右衛門 喜兵衛 庄七 為吉 種七 友平次 杢助 常四郎
36 文政9 正月20日 磯右衛門 弥一右衛門 忠五郞 友兵衛 金七 新七 杢助 常四郎
記号説明：定年寄－○、年寄代－□、百姓代－△
出典 :「年寄立会肝煎役替記録帳」（上田家文書 5―198）



一
一
七

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

九
月
中
で
あ
っ
た
が
、
文
化
一
〇
年
冬
の
疱
瘡
流
行
の
た
め
、
年
貢
未
進
と
な
り
、

そ
の
た
め
村
役
人
を
「
勤
越
」
に
し
て
、
翌
年
の
正
月
交
代
に
し
、
以
降
定
例
に

し
た
い
と
あ
る
。
こ
の
議
論
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
年
間
の
「
諸
勘
定

向
公
役
出
方
等
」
に
差
し
支
え
る
た
め
で
あ
り
、
今
回
の
疱
瘡
流
行
の
年
貢
未
進

を
機
に
正
月
交
代
に
変
更
す
る
こ
と
を
相
談
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
文
化

一
二
年
は
正
月
交
代
に
変
わ
っ
た
が
、
文
化
一
三
年
以
降
二
、三
月
へ
と
変
化
し

た
。

三
―
二　

村
役
人
給
と
印
判

つ
ぎ
に
村
役
人
給
の
変
遷
を
、
村
明
細
帳
と
村
入
用
帳
か
ら
ま
と
め
た
も
の
が

表
3
で
あ
る（
30
）。

正
徳
四
（
一
七
一
四
）
〜
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
①
が
村
明

細
帳
、
文
政
四
（
一
八
二
一
）、
天
保
九
②
〜
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
が
村
入

用
帳
で
あ
る
。
庄
屋
給
は
、
正
徳
四
年
に
「
是
ハ
高
拾
石
ニ
付
壱
斗
宛
前
々
ゟ
惣

高
之
内
ゟ
出
来
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
村
高
の
百
分
の
一
に
設
定
さ
れ
る
。
高

浜
村
の
石
高
は
、
正
徳
四
〜
文
化
元
年
五
六
六
・
二
九
五
石
で
あ
っ
た
が
、
文
化

七
年
六
一
五
・
三
六
六
石
、
天
保
九
年
六
三
一
・
六
三
石
と
新
田
高
を
含
み
庄
屋
給

を
計
算
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
年
寄
、
肝
煎
給
は
正
徳
四
〜
明
和
五
年
で
は

一
人
当
た
り
一
・
二
石
の
倍
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
保
九
年
以
降
で
は
、
庄
屋

給
と
と
も
に
三
・
二
石
に
増
加
し
て
い
る
。
膨
大
な
文
書
作
成
を
担
当
す
る
筆
者

の
給
米
は
、
い
ず
れ
の
時
期
も
年
寄
、
肝
煎
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
筆
者

に
関
し
て
は
、
冨
善
一
敏
に
よ
っ
て
天
草
郡
全
体
の
組
筆
者
、
村
筆
者
の
役
割
、

筆
者
給
等
の
詳
細
な
分
析
が
あ
る（
31
）。

立
合
と
呼
ば
れ
る
百
姓
代
に
つ
い
て
は
、

村
か
ら
の
給
与
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

は
翌
年
の
再
任
は
あ
る
。
ま
た
年
寄
と
百
姓
代
の
間
で
、
同
一
人
物
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
志
村
が
指
摘
し
た
よ
う
に
同
階
層
の
も
の
が
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

つ
ぎ
に
役
替
日
の
変
遷
を
み
る
と
、
寛
政
二
〜
一
一
年
は
一
〇
月
、
同
一
二
〜

享
和
四
年
は
九
月
、
文
化
二
〜
一
〇
年
は
八
・
九
月
、
文
化
一
二
年
以
降
は
正
・

二
月
と
な
り
、
文
化
一
五
〜
文
政
八
年
は
、
三
月
五
日
に
固
定
さ
れ
、
最
後
の
文

政
九
年
は
正
月
に
戻
っ
て
い
る
。
最
初
の
一
〇
月
か
ら
徐
々
に
早
い
時
期
に
な
り
、

最
終
的
に
正
月
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
み
た
慶
応
四
年
「
風
土
行
事
書
上
帳
」
段

階
で
は
正
月
一
五
日
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
は
正
月
で
固
定
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

文
化
一
一
年
の
交
代
記
録
の
欠
如
、
文
化
一
二
年
以
降
の
役
替
日
の
変
化
は
、

つ
ぎ
の
文
化
一
一
年
九
月
二
八
日
の
記
事
か
ら
、
文
化
一
〇
年
の
疱
瘡
流
行
に
よ

る
も
の
と
判
明
す
る
。

役
替
之
義
例
年
之
通
九
月
中
ニ
可
致
之
処
、
去
冬
疱
瘡
流
行
ニ
付
、
御
年
貢

米
取
立
相
滞
過
分
未
進
有
之
ニ
付
、
当
年
一
同
ニ
取
立
不
申
候
而
ハ
難
相
済

ニ
付
、
年
内
ハ
村
役
人
中
勤
越
来
、
正
月
代
リ
ニ
致
シ
、
已
来
ハ
正
月
定
日

相
究
交
代
致
候
様
、
無
左
候
而
ハ
一
ヶ
年
之
内
諸
勘
定
向
公
役
出
方
等
ニ
至

迄
差
支
之
義
も
有
之
候
ニ
付
、
前
方
ゟ
正
月
代
リ
可
致
と
申
談
も
有
之
候
ヘ

共
勤
越
者
無
之
処
、
当
年
右
之
差
支
ニ
て
勤
越
候
ヲ
幸
、
已
来
ハ
正
月
代
リ

弥
相
究
可
申
之
旨
申
談
候

こ
れ
は
「
惣
村
中
村
会
所
ニ
寄
会
」
の
記
事
で
あ
る
が
、
役
替
は
例
年
な
ら
ば
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つ
ぎ
に
年
寄
、
百
姓
代
が
使
う
共
通
の
印
判
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
村
に

お
け
る
印
判
に
つ
い
て
、
笹
本
正
治
は
信
濃
の
事
例
か
ら
印
判
が
農
民
に
普
及
し

た
の
は
寛
永
期
で
あ
り
、
ま
た
「
印
章
は
基
本
に
は
一
軒
前
ご
と
の
家
毎
に
所
持

さ
れ
て
い
て
、
家
々
の
状
況
に
応
じ
て
改
印
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
す
る（
32
）。

ま
た

著
者
は
、
岡
山
藩
の
宗
門
改
帳
か
ら
、
宗
門
改
制
度
の
普
及
に
よ
っ
て
、
村
の
印

判
利
用
が
広
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
33
）。

い
ず
れ
も
印
判
の
普
及
に
関
す

る
研
究
で
あ
る
が
、
村
に
と
っ
て
の
象
徴
的
な
意
味
を
分
析
し
た
研
究
で
は
水
本

邦
彦
の
近
江
今
堀
村
の
事
例
が
あ
る（
34
）。

近
江
以
外
で
も
伊
予
大
洲
藩
領
で
は
、

村
の
印
判
を
用
い
て
お
り
、
村
役
人
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
印
判
を
用
い
る

か
重
要
な
視
点
で
あ
る（
35
）。

村
の
財
政
を
管
理
す
る
村
入
用
帳
に
は
、
内
容
の
監
査
を
行
う
年
寄
、
百
姓
代

が
押
印
し
て
い
る（
36
）。

高
浜
村
の
村
入
用
帳
の
押
印
事
例
を
み
て
い
く
と
、
年
寄
、

百
姓
代
が
同
じ
意
味
を
持
っ
た
印
判
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
天
保
五

〜
弘
化
二
年
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
、
近

世
に
お
け
る
儒
教
の
徳
目
で
あ
っ
た
五
常
で
あ
る
「
仁
義
礼
智
信
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
（
図
1
）。
年
寄
と
百
姓
代
は
六
人
い
る
た
め
、
複
数
使
わ
れ
る
文
字
も

あ
る
が
、
こ
の
期
間
は
村
役
人
が
交
代
し
た
場
合
も
こ
の
印
判
を
使
用
し
て
い
る
。

年
寄
、
百
姓
代
は
村
方
の
代
表
で
あ
り
、
徳
目
を
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

こ
の
印
判
を
使
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
弘
化
五
年
に
は
、
年
寄
二
名
が
「
福

寿
」、
百
姓
代
四
名
が
「
仁
義
智
信
」
を
使
っ
て
お
り
、
ま
た
嘉
永
四
、
安
政
四

年
に
は
六
行
で
あ
る
「
任
婣
孝
睦
友
恤
」
を
用
い
て
い
る
（
図
2
）。
こ
の
六
行

も
儒
教
に
お
け
る
村
内
や
家
内
の
融
和
な
ど
の
徳
目
で
あ
っ
た
。
年
寄
、
百
姓
代

は
六
人
い
る
た
め
内
容
、
文
字
数
と
も
に
収
ま
る
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
嘉
永
二

表 3　高浜村の村役人給の変遷
年代 西暦 庄屋 年寄 肝煎 筆者 年寄代 合計 分類 出典
正徳 4 1714 5.678 2.4 2.4 3.196 － 13.674 村明細帳 『天草郡村々明細帳』下
享保 17 1732 5.678 1.2 － － － 6.878 村明細帳 『天草郡村々明細帳』下
寛延 3 1750 5.663 2.4 2.4 3.2 － 13.663 村明細帳 『天草郡村々明細帳』下
明和 5 1768 － 4.8 3.2 － 8 村明細帳 『天草郡村々明細帳』下
寛政元 1789 － 8 － 8 村明細帳 『天草郡村々明細帳』下
文政 4 1821 6.154 0.6 3.2 3.2 3.2 16.354 村入用帳 上田家文書 8-38-1
天保 9① 1838 6.314 11.4 － 17.714 村明細帳 『天草郡村々明細帳』下
天保 9② 1838 6.314 3.2 3.2 4.8 － 17.514 村入用帳 上田家文書 8-38-14
文久 2 1862 6.331 3.2 3.2 4.8 － 17.531 村入用帳 上田家文書 8-38-30
注 :単位は石
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図 1「仁義礼智信」印（安政 2年 3月「村入用勘定帳」（上田家文書 8-38-25））

図 2「任婣孝睦友恤」印（安政 4年 3月「村入用勘定帳」（上田家文書 8-38-29））
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覚

一
御
初
穂
三
拾
弐
匁
九
分

　
　

外
ニ
御
札　

大
六
拾
三
枚　

小
五
十
五
枚　

御
守
六
十
枚

　
　

〆

　

右
之
通
立
原
村
迄
為
持
差
上
申
候
、
御
請
取
可
被
下
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
浜
村
年
寄
中

　
　
　
　
　
　
　
　

渋
江
宇
内
様

渋
江
氏
は
肥
後
水
神
社
の
神
主
で
、
九
州
一
円
に
水
神
の
御
守
を
配
札
し
て
い

た
。
村
入
用
に
関
す
る
内
容
と
し
て
、
高
浜
村
年
寄
中
か
ら
渋
江
右
内
宛
に
請
取

状
を
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
文
書
は
享
和
四
年
一
一
月
一
一
日
に
も
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
年
寄
中
は
、
同
年
正
月
二
六
日
、
檀
那
寺
の
江
月
院
へ
の
旦

中
割
合
銭
の
支
払
い
、
文
化
一
四
年
一
二
月
二
九
日
、
施
餓
鬼
米
を
江
月
院
御
納

所
へ
、
い
ず
れ
も
渋
江
氏
の
場
合
と
同
じ
く
村
入
用
に
関
す
る
支
出
の
「
覚
」
を

作
成
し
て
い
る
。
同
じ
く
文
化
四
年
一
二
月
二
八
日
、
江
月
院
割
合
銭
に
関
す
る

文
書
に
は
、
江
月
徳
充
和
尚
宛
の
「
覚
」
以
外
に
、
崎
津
村
、
今
富
村
の
年
寄
衆

中
に
対
し
て
、「
御
免
下
ケ
一
件
冨
岡
詰
諸
用
割
」
の
未
提
出
分
を
割
合
銭
と
し

て
江
月
院
へ
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

一
般
的
な
郡
中
割
に
関
す
る
文
書
も
存
在
す
る
。
文
化
三
年
一
二
月
一
一
日
に

は
天
草
郡
中
の
当
春
臨
時
割
に
関
し
て
、
年
寄
中
か
ら
大
江
組
大
庄
屋
松
浦
四
郎

八
へ
「
覚
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
に
関
す
る
詳
細
な
計
算
書
で
、
同
日
高
浜

村
庄
屋
上
田
源
作
か
ら
松
浦
四
郎
八
に
宛
て
た
書
状
に
も
「
則
年
寄
ゟ
別
紙
ニ
引

合
、
過
銭
之
分
為
持
差
上
申
候
、
御
受
取
可
被
下
候
」
と
あ
る
。
ま
た
こ
れ
も
臨

年
に
は
個
別
の
印
判
を
用
い
る
な
ど
、
こ
の
期
間
の
年
寄
、
百
姓
代
が
こ
れ
ら
の

印
判
を
使
用
す
る
と
は
限
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
意
志
を
も
っ
て
使
い
わ
け
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
印
判
使
用
に
は
規
制
も
あ
っ
た
。
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
四
月

二
二
日
富
岡
役
所
の
触
で
は
、「
村
々
諸
願
之
内
惣
百
姓
中
与
認
名
前
印
形
茂
無

之
、
或
者
村
判
と
唱
へ
右
百
姓
中
与
認
候
下
ニ
印
形
押
候
も
有
之
、
不
埒
之
事
ニ

候
」
と
あ
る（
37
）。

惣
百
姓
中
と
し
て
名
前
も
印
判
も
な
い
事
例
や
、
村
判
と
し
て

押
印
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
都
而
諸
書
物
者
印
形
目
当
ニ
而
取

調
候
事
ニ
候
得
者
、
紛
敷
儀
等
無
之
様
可
致
」
と
願
書
を
含
め
て
、
書
物
は
印
判

を
証
拠
と
し
て
取
り
調
べ
て
い
る
の
で
、
紛
ら
わ
し
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
し

て
い
る
。
こ
の
年
寄
、
百
姓
代
の
印
判
は
村
判
で
は
な
い
が
、
年
寄
印
、
百
姓
代

印
な
ど
の
役
職
印
と
も
考
え
ら
れ
、
個
人
印
使
用
を
基
本
と
考
え
る
役
所
と
は
違

う
方
針
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
保
か
ら
弘
化
期
に
か
け
て
、
天
草
に
お
け
る
三
度
目

の
百
姓
相
続
仕
法
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
な
か
で
使
用

さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

三
―
三　

年
寄
中
の
作
成
文
書

上
田
宜
珍
日
記
に
は
、
年
寄
、
百
姓
代
、
肝
煎
、
立
合
、
筆
者
な
ど
が
数
多
く

登
場
す
る
が
、
こ
の
な
か
で
唯
一
役
職
名
で
文
書
を
作
成
し
て
い
る
の
が
「
年
寄

中
」
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
三
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
①
村
入
用
に
関
す
る

文
書
、
②
庄
屋
の
代
理
で
作
成
す
る
文
書
、
③
隣
村
と
の
対
応
に
関
す
る
文
書
が

あ
る
。
ま
ず
①
村
入
用
に
関
す
る
も
の
で
、
享
和
三
年
一
一
月
三
日
に
「
渋
江
氏

御
初
穂
為
持
遣
ス
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
書
が
記
さ
れ
る
。
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か
ら
も
、
代
理
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
田
源
作
は
、
同
時
期
の
日
記
を
確
認

す
る
と
六
月
一
三
日
か
ら
七
月
三
日
ま
で
冨
岡
へ
出
勤
し
て
お
り
、
村
に
不
在
で

あ
っ
た
。

こ
の
文
書
の
二
日
後
、
六
月
二
八
日
、
会
所
詰
の
上
田
源
作
宛
に
年
寄
中
の
書

状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
村
内
の
遠
見
所
で
あ
る
荒
尾
嶽
で
、
当
番
の
者

が
一
昨
日
長
崎
出
帆
の
異
船
を
日
本
船
と
み
ま
ち
が
え
た
一
件
を
報
告
し
た
も
の

で
あ
る
。
隣
村
小
田
床
村
か
ら
の
廻
状
に
よ
っ
て
、
異
船
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
今
後
は
再
発
し
な
い
よ
う
申
し
付
け
た
と
あ
る
。
こ
の
年
は
八
月
一
五

日
に
、長
崎
で
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
が
発
生
し
、天
草
沿
岸
で
も
「
ヲ
ロ
シ
ヤ
一
件
」

と
し
て
防
備
を
固
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
起
こ
っ
た
事
件
の
た
め
、
庄

屋
は
日
記
に
記
録
し
た
可
能
性
が
あ
る（
38
）。

③
隣
村
と
の
対
応
に
関
す
る
文
書
で
は
、
ま
ず
文
化
四
年
五
月
一
一
日
、
高
浜

村
の
さ
つ
が
崎
津
村
の
長
三
郎
へ
縁
付
い
た
が
、
高
浜
村
か
ら
の
払
手
形
が
出
さ

れ
て
お
ら
ず
、崎
津
村
か
ら
請
求
さ
れ
た
一
件
で
あ
る
。
年
寄
中
の
書
状
に
は
、「
去

ル
丑
年
其
御
村
心
得
違
帳
面
御
書
入
有
之
間
払
手
形
差
遣
呉
候
様
、
無
左
候
而
ハ

其
元
帳
面
人
高
ハ
算
用
引
合
不
申
」
と
、
正
式
な
払
手
形
が
な
い
と
心
得
違
帳
面

の
算
用
に
不
都
合
が
生
じ
る
と
す
る
。
日
記
に
は
上
田
源
作
の
払
手
形
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
「
此
節
払
手
形
遣
呉
候
様
、
其
村
年
寄
中
ゟ
申
来
」
と
あ
る
。
実
際
の

払
手
形
は
庄
屋
が
作
成
す
る
が
、
行
政
上
の
細
か
な
調
整
は
年
寄
間
で
行
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

文
化
二
年
一
二
月
二
四
日
の
大
江
村
か
ら
高
浜
村
へ
の
捨
子
に
関
し
て
は
、
年

寄
中
よ
り
大
江
村
の
年
寄
衆
中
へ
書
状
が
記
さ
れ
、
子
供
を
受
け
取
る
よ
う
に
依

頼
し
て
い
る
。
書
状
で
は
、「
当
村
役
座
ゟ
、
大
庄
屋
様
へ
御
届
ニ
相
成
候
筈
ニ

時
の
郡
割
で
あ
る
が
、
文
化
七
年
九
月
四
日
、
伊
能
忠
敬
ら
測
量
方
の
入
用
前
割

銭
に
つ
い
て
も
、
高
浜
村
年
寄
中
か
ら
会
所
詰
大
庄
屋
御
衆
中
へ
「
覚
」
を
出
し

て
い
る
。

同
じ
入
用
関
係
で
も
突
発
的
な
場
合
も
あ
る
。
文
化
七
年
三
月
二
二
日
、
高
浜

村
の
疱
瘡
死
人
の
処
置
に
対
し
て
、
年
寄
中
か
ら
大
江
村
年
寄
衆
中
へ
「
覚
」
が

出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
高
浜
村
西
平
の
疱
瘡
死
人
を
隣
村
大
江
村
の
軍
浦
へ
密
に
埋

葬
し
た
一
件
で
、
後
に
発
覚
し
高
浜
村
が
大
江
村
へ
諸
費
用
を
支
払
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
先
の
郡
中
割
と
同
様
、
同
日
上
田
源
作
か
ら
松
浦
四
郎
八
に
宛
て

た
書
状
が
あ
り
、「
万
助
看
病
賃
先
達
而
其
御
村
ゟ
懸
合
之
通
、
年
寄
中
ゟ
申
付

置
候
付
、
今
日
当
村
会
所
迄
右
銭
差
出
候
様
夜
前
申
付
候
間
、
前
条
三
百
目
銭
一

同
ニ
取
立
次
第
差
遣
可
申
候
」
と
、
年
寄
に
指
示
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。「
御

村
ゟ
懸
合
」
と
は
、
二
月
一
二
日
に
大
江
年
寄
中
か
ら
高
浜
年
寄
衆
中
宛
の
書
状

と
思
わ
れ
る
。
村
入
用
は
、
年
寄
が
関
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
年
寄
中

が
作
成
す
る
「
覚
」
形
式
の
文
書
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
庄
屋
の
代
理
で
文
書
を
作
成
す
る
場
合
、
ま
ず
文
化
六
年
六
月
二
六
日
「
大

江
崎
、
崎
津
附
御
番
人
御
衆
中
ヘ
御
給
米
遣
ス
」
と
あ
り
、
地
役
人
で
あ
る
大
江

崎
と
崎
津
の
遠
見
番
へ
の
給
米
関
係
文
書
で
あ
る
。
大
江
崎
番
人
吉
村
弥
左
衛
門

宛
に
は
、「
高
浜
村
庄
屋
上
田
源
作
、高
浜
村
年
寄
中
」
と
併
記
さ
れ
、庄
屋
が
「
冨

岡
御
勤
御
留
主
ニ
付
、
如
此
年
寄
之
名
前
ニ
而
遣
ス
」、「
尚
々
庄
屋
頃
日
会
所
詰

ニ
付
、
私
共
ゟ
前
文
之
段
申
上
候
」
と
付
記
さ
れ
る
。
崎
津
付
遠
見
番
人
衆
に
対

し
て
は
、
年
寄
中
の
み
の
差
し
出
し
と
な
り
、
大
江
崎
と
同
じ
く
「
尚
々
庄
屋
儀

頃
日
会
所
詰
留
主
中
ニ
付
私
共
ゟ
右
申
上
候
」
と
記
さ
れ
る
。
前
年
の
文
化
五
年

一
〇
月
二
〇
日
に
は
、
同
様
の
文
書
を
上
田
源
作
の
名
前
で
作
成
し
て
い
る
こ
と
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四　

迫
の
仁
才
と
宿
老

四
―
一　

仁
才
と
宿
老
の
役
割

迫
は
村
内
集
落
で
あ
り
、
日
本
各
地
の
村
に
あ
る
村
組
の
一
つ
で
あ
る
。
高
浜

村
に
も
多
く
の
迫
の
事
例
が
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
表
4
に
表
し
た
よ
う
に
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
三
月
「
五
人
組
合
家
別
帳
」
で
は
、
一
四
の
迫
が
あ
り
、
六
四
五

軒
の
家
、
五
五
組
の
五
人
組
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
40
）。

迫
の
規
模
は
様
々
で

七
軒
の
大
野
か
ら
一
一
一
軒
の
諏
訪
ま
で
、
自
然
集
落
を
基
に
し
た
集
団
で
あ
っ

た
。こ

の
迫
に
は
、
村
役
人
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ
る
役
と
し
て
宿
老
、
仁
才

頭
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
宿
老
、
仁
才
頭
、
仁
才
の
迫
内
で
の
役
割
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
七
月
二
〇
日
「
一
惣
村
中
、
宿
老
仁
才
頭
惣

仁
才
共
呼
寄
、
〆
方
申
渡
」
が
、
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。

一
田
畑
作
物
者
勿
論
、
諸
色
盗
候
も
の
見
当
候
節
ハ
、
其
盗
候
者
之
迫
仁
才

頭
江
相
届
三
百
目
過
料
銭
為
差
出
、
内
百
五
拾
目
見
当
候
者
、
百
五
拾
目

ハ
仁
才
頭
ヘ
取
之
、
仁
才
頭
江

■
（
虫
損
）

ニ
而
も
相
用
候
筈
、
此
段
前
方
ゟ
究

之
通
此

■
（
虫
損
）

尤
仁
才
頭
手
ニ
及
不
申
候
節
ハ
、
其
迫
之
宿
老
立
会
過
料
取

立
、
夫
々
取
斗
可
申
事
也

一
仁
才
共
堅
ク
申
合
、
不
礼
無
沙（

作
）法

之
義
無
之
、
且
又
口
論
等
ニ
而
大
勢
相

集
候
儀
決
而
不
仕
候
様
、
万
一
右
体
之
儀
致
候
節
ハ
、
早
速
会
所
江
相
届

候
様
、
左
候
ハ
ヽ
右
体
之
者
ハ
、
人
交
不
致
候
場
所
江
屋
敷
代
江
可
致
旨
、

御
座
候
得
共
、只
今
冨
岡
へ
御
出
勤
之
由
、先
銘
々
共
ゟ
各
々
方
へ
御
届
申
候
」
と
、

庄
屋
が
冨
岡
へ
出
勤
中
な
の
で
、
ま
ず
年
寄
同
士
で
話
し
合
い
を
し
た
い
と
記
す
。

上
田
宜
珍
は
「
大
江
村
へ
年
寄
中
ゟ
懸
合
遣
候
ニ
付
、
書
状
認
呉
候
様
申
出
候
」

と
日
記
に
記
し
て
お
り
、
年
寄
中
の
書
状
に
対
応
し
て
、
庄
屋
か
ら
大
庄
屋
へ
の

書
状
を
出
す
よ
う
に
年
寄
中
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文
化
九
年
七
月
晦
日
に
は
、
小
田
床
村
の
与
平
次
と
代
作
が
、
高
浜
村
の
庵
へ

来
て
肥
後
浪
人
と
偽
り
、
合
力
を
強
請
っ
た
と
し
て
、
年
寄
中
へ
掛
け
合
っ
て
い

る
。
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
小
田
床
か
ら
の
書
状
、
高
浜
村
か
ら
の
書
状
写
が

現
存
し
て
い
る
。
日
記
に
本
文
が
記
さ
れ
た
書
状
一
通
、
八
月
二
日
小
田
床
村
年

寄
中
か
ら
高
浜
村
年
寄
中
へ
二
通
、
同
日
高
浜
村
年
寄
中
か
ら
小
田
床
村
年
寄
中

へ
一
通
の
計
四
通
で
あ
る（
39
）。

日
記
に
は
二
日
「
小
田
床
ゟ
与
平
次
代
作
一
件
返

書
到
来
」、「
右
返
書
三
代
作
江
為
持
遣
ス
」
と
二
日
分
の
記
述
が
あ
る
が
、
四
日

に
も
「
代
作
与
平
次
一
件
、
又
々
小
田
床
ヘ
懸
合
之
書
状
冨
岡
行
替
人
足
ゟ
為
持

遣
ス
」
と
あ
り
、
も
う
一
通
書
状
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
な
か
で

も
最
初
の
書
状
の
み
日
記
に
内
容
を
記
録
し
て
お
り
、
情
報
の
選
択
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
文
化
一
一
年
二
月
二
四
日
、
木
挽
新
助
一
件
に
関
し
て
、
櫨
宇
土
村

年
寄
中
と
の
書
状
、
文
化
一
五
年
三
月
八
日
野
火
の
対
処
に
関
し
て
、
小
田
床
村

年
寄
中
と
の
書
状
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
書
を
作
成
で
き
る「
年
寄
中
」は
、庄
屋
に
つ
ぐ
権
限
を
持
つ
村
役
人
で
あ
る
。

特
に
職
務
の
第
一
で
あ
る
①
村
入
用
に
関
す
る
文
書
を
管
轄
し
、
庄
屋
が
不
在
の

場
合
は
②
庄
屋
の
代
理
と
し
て
、
ま
た
庄
屋
間
の
交
渉
の
前
提
と
し
て
③
隣
村
と

の
対
応
に
関
す
る
文
書
な
ど
を
作
成
し
た
と
い
え
る
。



一
二
三

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

申
極
候
事

一
小
盗
人
過
料
等
も
出
不
申
、
会
所
届
ニ
い
た
し
候
節
ハ
、
作
場
遠
キ
山
野

之
内
ニ
、
屋
敷
代
ニ
為
致
候
旨
申
極
候
事
、
其
節
ハ
五
人
組
ゟ
夫
々
取
斗
、

即
時
ニ
屋
敷
代
ヘ
為
致
候
筈
也

一
博
奕
吟
味
之
儀
、
宿
老
共
第
一
心
掛
、
仁
才
中
相
改
候
事
、
但
相
背
候
節

前
方
究
之
通
宿
ハ
解
崩
シ
、
其
場
居
候
者
共
、
過
銭
差
出
さ
せ
可
申
事

一
稲
盗
人
宿
等
い
た
し
候
者
ハ
、
六
百
目
過
料
之
事

一
出
火
難
舟
等
之
節
、
仁
才
中
出
精
相
防
可
申
事

一
仁
才
中
夜
職
出
精
可
致
事

一
孝
行
ハ
人
倫
第
一
之
事
ニ
付
、
其
趣
意
得
と
申
聞
候
而
、
則
六
諭
衍
義
読

聞
候
処
、

■
（
虫
損
）

候

一
御

■
（
虫
損
）

堤
ニ
馬
繋
候
者
ハ
、
右
馬
見
当
候
者
引
取
候
筈
ニ
前
方
究
通
、
尚

亦
相
心
得
見
逃
不
申
引
取
候
事

　
　

右
之
趣
委
細
ニ
教
諭
い
た
し
候
処
、
何
れ
も
承
知
罷
在
候

申
渡
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、
作
物
の
盗
み
に
対
し
て
仁
才
頭
に
過
料
を
徴
収

す
る
権
利
を
与
え
、
仁
才
頭
が
徴
収
で
き
な
い
場
合
に
は
宿
老
が
取
り
立
て
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
博
奕
の
吟
味
で
は
、宿
老
中
が
仁
才
中
を
改
め
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
迫
内
で
は
宿
老
、
仁
才
頭
、
仁
才
中
の
序
列
が
あ
っ
た
。
仁
才
に
関
し

て
は
無
礼
無
作
法
、
口
論
や
大
勢
で
集
ま
る
こ
と
を
禁
止
し
、
出
火
や
難
船
な
ど

に
は
出
動
し
、
孝
行
や
夜
職
に
励
む
よ
う
に
教
諭
し
て
い
る
。
仁
才
と
は
、
薩
摩

な
ど
南
九
州
で
使
用
さ
れ
る
若
者
を
表
す
呼
称
で
あ
る（
41
）。

慶
応
四
年
「
風
土
行

事
書
上
帳
」
に
よ
る
と
、「
迫
々
江
壱
両
人
宛
、
毎
年
正
月
廿
日
後
村
中
人
撰
之

表 4　慶応 2年高浜村の組別家数・人数
組名 組別家数（軒） 人数 組数

1 中向 　10　13　10　11　 9　10 63 6
2 宮ノ前 　11　14　12　12　10 59 5
3 元 　 8　 8　10　11　11 48 5
4 ミネ（峯） 　13　11 24 2
5 松下 　14　14 28 2
6 上川内 　11　10　11　10　10　12　11 75 7
7 スハ (諏訪 ) 　12　11　12　11　11　13　12　 8　12　 9 111 10
8 内野 　10　10　13 33 3
9 庵の川内 　12 12 1
10 大川内 　19 19 1
11 白木 　12　12　13　11　17　12　13 90 7
12 西平 　19　16　17 52 3
13 皿山 　12　12 24 2
14 大野 　 7 7 1
合計 645 55

出典 :慶応 2年 3月「五人組合家別帳」（上田家文書 7-104）
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こ
の
後
、
享
和
期
ま
で
海
会
塔
と
同
じ
よ
う
に
仁
才
頭
が
宗
教
関
係
の
集
金
に

関
わ
っ
て
い
る
。
享
和
二
年
八
月
二
二
日
に
は
永
平
寺
御
開
山
五
五
〇
年
の
た
め
、

江
月
院
へ
斎
子
料
を
集
め
る
際
に
も
、「
村
中
軒
別
少
々
ツ
ヽ
取
立
差
上
候
積
、

村
役
人
中
仁
才
頭
中
ヘ
申
付
候
」
と
村
役
人
と
仁
才
頭
へ
指
示
を
出
し
て
い
る
。

享
和
三
年
三
月
二
四
日
、
高
浜
村
の
社
人
弥
仲
が
、
京
都
吉
田
家
へ
官
職
を
受
け

に
行
く
際
に
も
、
村
中
奉
加
金
の
集
金
を
「
其
迫
々
江
小
前
書
付
相
渡
候
、
仁
才

頭
中
ゟ
取
立
」
と
仁
才
頭
に
命
じ
て
い
る
。

四
―
二　

博
奕
の
吟
味

仁
才
頭
、
仁
才
が
村
の
行
政
の
な
か
で
、
数
多
く
関
わ
っ
た
の
は
博
奕
の
吟
味

で
あ
る
。
先
述
し
た
寛
政
一
〇
年
の
申
渡
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
享
和
三
年
以

降
、
数
多
く
の
記
事
が
散
見
す
る
。
享
和
三
年
七
月
一
六
日
仁
才
頭
中
ヘ
、「
会

所
ニ
而
博
奕
并
作
物
盗
人
吟
味
方
申
付
候
段
、
年
寄
中
申
出
候
」、
一
〇
月
五
日

の
惣
村
中
寄
会
で
は
、「
一
博
奕
一
件
取
〆
方
、
仁
才
頭
中
ヘ
会
所
ニ
て
申
渡
候
、

惣
村
中
ヘ
ハ
拙
者
方
ゟ
急
度
申
付
置
候
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
寛
政
一
〇
年
段
階

と
同
じ
く
博
奕
や
作
物
盗
人
の
吟
味
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
翌
享
和
四
年
二
月

五
日
の
村
中
寄
会
で
は
、「
博
奕
吟
味
方
、
出
火
之
節
防
方
手
当
御
触
、
読
渡
」

と
あ
り
、
続
け
て
吟
味
に
つ
い
て
詳
し
く
記
す
。
こ
の
博
奕
方
吟
味
は
、
今
後
庄

屋
も
含
め
て
村
役
人
両
人
づ
つ
夜
廻
を
行
い
、
万
一
博
奕
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
組
の
仁
才
頭
か
ら
油
断
過
料
、
博
奕
者
や
宿
の
五
人
組
か
ら
過
料
を
徴
収
す

る
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
、
村
役
人
の
夜
廻
、
仁
才
頭
や
五
人
組
の
責
任

を
追
及
し
過
料
徴
収
を
追
加
し
た
よ
り
徹
底
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
年

正
月
一
二
日
に
冨
岡
の
会
所
詰
大
庄
屋
か
ら
の
触
に
よ
る
も
の
で
あ
る（
44
）。

触
に

上
掛
役
相
定
、
猶
若
者
共
之
内
ゟ
壱
人
仁
才
頭
相
定
置
、
掛
役
之
附
属
仕
一
ヶ
年

中
其
迫
々
之
諸
世
話
掛
け
仕
来
申
候
」
と
あ
る（
42
）。

若
者
か
ら
仁
才
頭
を
選
ぶ
と

あ
り
、
掛
役
に
つ
い
て
迫
の
世
話
を
す
る
と
あ
る
。
宿
老
と
い
う
呼
称
で
は
な
い

が
、
内
容
か
ら
考
え
て
こ
の
掛
役
が
相
当
す
る
と
考
え
る（
43
）。

迫
の
世
話
の
具
体
的
内
容
は
、
寛
政
九
年
五
月
一
五
日
の
惣
村
中
呼
出
に
お
け

る
、
つ
ぎ
の
申
渡
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
作
物
菓
物
等
猥
ニ
盗
取
候
ニ
付
、
已
来
村
中
遂
吟
味
、
其
迫
々
仁
才
中
承

リ
、
万
一
盗
候
節
ハ
、
仁
才
頭
方
ヘ
申
達
候
事

一
嶋
原
大
変
ニ
付
、
流
死
人
来
午
年
七
年
忌
ニ
相
当
候
間
、
当
年
中
石
塔
建

置
申
度
、
拙
者
も
元
来
ゟ
志
シ
差
出
候
積
ニ
存
候
間
、
村
中
志
少
々
ニ
而

も
、
迫
々
仁
才
頭
ゟ
取
集
候
而
ハ
如
何
ト
申
聞
候
処
、
随
分
可
宜
段
申
出

近
々
麦
銭
等
、
仁
才
頭
中
ゟ
取
集
候
筈
ニ
相
究
候
事

作
物
果
物
盗
み
の
吟
味
は
、
先
ほ
ど
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
島
原
大
変

の
流
死
人
七
年
忌
の
石
塔
建
立
で
は
、
村
中
か
ら
の
志
を
集
め
る
役
目
を
迫
の
仁

才
頭
に
任
せ
て
い
る
。
寛
政
四
年
四
月
に
発
生
し
た
島
原
大
変
で
は
、
地
震
に
よ

り
普
賢
岳
の
斜
面
が
崩
壊
、
有
明
海
に
津
波
を
起
こ
し
約
五
千
人
の
死
者
が
出
た
。

高
浜
村
で
は
、
寛
政
五
年
四
月
朔
日
に
「
一
去
ル
子
年
四
月
朔
日
流
死
人
、
一
回

忌
供
養
仕
候
」と
あ
り
、石
塔
建
立
計
画
の
翌
寛
政
一
〇
年
三
月
二
七
日「
海
会
塔
」

を
建
立
、
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
三
〇
日
に
一
三
回
忌
、
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）
三
月
晦
日
に
一
七
回
忌
、
文
化
一
三
年
四
月
朔
日
二
五
回
忌
を
行
っ

て
い
る
。



一
二
五

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
文
化
六
年
正
月
七
日
の
惣
村
中
寄
合
で
は
、
武

右
衛
門
が
博
奕
吟
味
方
を
辞
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
は
一
年
交

代
で
、
各
迫
毎
に
吟
味
役
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
博
奕
に
関
す
る
記
事
は
減
少
す
る
が
、
文
化
九
年
正
月
七
日
の
五
人

組
頭
并
組
子
壱
人
寄
合
で
は
、
博
奕
吟
味
に
つ
い
て
組
頭
、
仁
才
頭
中
が
怠
慢
な

く
実
施
す
る
よ
う
確
認
し
て
い
る
。
文
化
一
三
年
三
月
二
三
日
に
は
、
浜
と
白
木

河
内
の
二
つ
の
迫
で
博
奕
の
風
聞
が
あ
り
、
関
係
す
る
仁
才
頭
中
を
村
会
所
へ
呼

び
出
し
博
奕
宿
の
探
索
を
命
じ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
風
聞
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
吟
味
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
徹
底
す
る
よ
う
に
申
し
付
け
て
い
る
。

こ
の
件
を
受
け
三
月
二
四
日
に
は
、
迫
々
の
仁
才
頭
中
を
村
会
所
に
呼
び
出
し
博

奕
吟
味
方
に
申
し
付
け
た
。
こ
れ
ま
で
は
組
頭
と
共
同
し
て
吟
味
方
を
勤
め
て
い

た
が
、
こ
こ
で
仁
才
頭
中
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
同
年
六
月
八
日
、
落
書
に

よ
る
博
奕
通
報
が
あ
っ
た
た
め
、
仁
才
組
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
他
の
組

か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合
の
過
料
銀
の
再
確
認
、
博
奕
の
疑
い
の
あ
る
家
へ
は
夜
中

急
に
立
ち
入
る
こ
と
や
、
誰
の
家
で
も
用
捨
な
く
踏
み
込
め
る
よ
う
、
吟
味
の
権

限
を
強
化
し
て
い
る
。

四
―
三　

倹
約
取
締
、
火
事
、
旅
人
、
酒
隠
売
の
取
締

仁
才
頭
、
仁
才
中
は
博
奕
と
同
じ
く
、
他
の
一
件
で
も
迫
内
の
吟
味
を
担
当
し

て
い
る
。
文
化
九
年
七
月
一
〇
日
、
博
奕
吟
味
方
弁
右
衛
門
と
迫
の
見
ケ
〆
役
が

立
会
い
吟
味
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
そ
の
際
に
倹
約
取
締
方
の
見
ケ
〆
役
も
新
た

に
定
め
て
い
る
。
博
奕
吟
味
、
倹
約
取
締
に
際
し
て
は
、
仁
才
頭
は
迫
の
見
ケ
〆

役
の
補
佐
を
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
七
日
後
の
一
七
日
に
峯
の
刀
蔵
女

は
「
博
奕
制
方
是
迄
如
何
致
来
候
哉
之
段
被
仰
聞
候
ニ
付
」
と
博
奕
防
止
策
に
つ

い
て
聞
か
れ
た
の
で
、「
此
義
者
村
方
ニ
而
人
柄
見
立
吟
味
方
之
者
相
立
、
尚
亦

組
頭
共
茂
よ
く
ゝ
ゝ
村
内
穿
鑿
ニ
相
廻
り
」
と
、
村
方
で
吟
味
役
を
置
き
、
組
頭

と
村
内
の
穿
鑿
を
し
て
い
た
と
記
す
。
し
か
し
不
徹
底
の
村
が
あ
っ
た
の
で
、
今

後
は
「
五
人
組
限
り
ニ
吟
味
仕
取
締
」
と
、
取
締
単
位
を
五
人
組
に
下
げ
、
博
奕

宿
を
発
見
し
た
場
合
に
は
「
五
人
組
江
茂
急
度
過
料
為
差
出
」
と
し
て
い
る
。
高

浜
村
の
取
り
決
め
は
こ
の
触
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

文
化
三
年
一
〇
月
晦
日
に
は
、
武
右
衛
門
を
博
奕
吟
味
役
に
申
付
け
、
博
奕
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
会
所
へ
申
し
出
て
、
過
料
を
一
人
前
五
百
目
、
宿

は
解
崩
の
上
、
過
料
五
百
目
を
組
頭
に
差
し
出
す
よ
う
取
り
決
め
た
。
こ
の
過
料

は
発
見
者
と
な
る
仁
才
頭
中
ヘ
半
分
、
残
り
半
分
を
村
会
所
ヘ
受
け
、
不
浄
入
用

に
す
る
と
決
め
て
い
る
。
翌
一
一
月
朔
日
の
惣
村
中
寄
合
で
も
、
仁
才
頭
中
は
武

右
衛
門
と
よ
く
申
し
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
吟
味
を
出
精
す
る
よ
う
に
申
し

聞
せ
て
い
る
。

実
際
に
文
化
五
年
に
村
内
で
博
奕
が
摘
発
さ
れ
る
。
一
〇
月
一
六
日
夜
、
村
内

の
白
木
河
内
迫
に
お
い
て
長
藏
、
刀
藏
、
嘉
弥
吉
の
三
人
が
、
白
木
河
内
ヘ
隠
れ

て
い
た
帳
外
の
万
五
郎
宅
で
博
奕
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
武
右
衛
門
が
発
見
し
、

場
銭
を
押
収
し
会
所
へ
届
け
出
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
三
人
は
武
右
衛
門
方
ヘ
押

し
掛
け
、
博
奕
を
し
て
い
な
い
と
偽
っ
た
の
で
会
所
へ
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、

村
役
人
ヘ
悪
口
過
言
を
申
し
た
の
で
、
縄
手
錠
を
か
け
五
人
組
ヘ
預
け
た
と
あ
る
。

そ
し
て
下
白
木
河
内
の
仁
才
頭
を
呼
出
し
、
帳
外
の
万
五
郎
を
迫
内
に
置
く
の
は

問
題
が
あ
り
、
大
江
組
外
に
追
い
払
う
よ
う
申
し
付
け
た
。
仁
才
頭
は
博
奕
穿
鑿

へ
の
協
力
と
、
博
奕
宿
と
な
っ
た
帳
外
者
の
強
制
執
行
の
実
働
と
し
て
位
置
づ
け



一
二
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

記
さ
れ
な
い
が
、
九
月
か
ら
三
月
ま
で
は
毎
日
実
施
と
あ
る
。
仁
才
が
登
場
す
る

の
は
、
こ
こ
で
も
出
火
、
難
船
で
、
出
火
は
洪
水
と
同
じ
く
迫
別
対
応
で
あ
る
が
、

但
書
で
二
才
組
は
火
消
道
具
の
持
参
が
記
さ
れ
る
。
難
船
で
は
、
二
才
頭
は
す
ぐ

に
自
分
の
組
を
召
し
連
れ
て
、「
出
力
之
及
丈
出
精
相
救
候
」
と
、
救
助
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
記
す
。
い
ず
れ
も
機
動
力
が
あ
り
、
集
団
で
行
動
す
る
仁
才
の
力

を
利
用
し
た
役
割
で
あ
る
。

村
外
か
ら
入
り
込
む
旅
人
な
ど
に
対
し
て
も
、
仁
才
頭
は
取
締
に
参
加
し
て
い

る
。
文
化
一
三
年
六
月
八
日
、組
頭
中
と
仁
才
頭
中
の
寄
合
で
は
、旅
人
、諸
勧
進
、

物
も
ら
ひ
に
つ
い
て
、
各
村
に
お
い
て
吟
味
す
る
よ
う
天
草
郡
中
で
申
合
せ
た
の

で
、
今
後
は
他
村
や
他
所
者
の
村
内
入
り
込
み
を
さ
せ
な
い
よ
う
触
の
内
容
を
伝

え
た
。
文
化
一
四
年
六
月
一
七
日
に
は
、
村
会
所
ヘ
迫
の
宿
老
と
仁
才
頭
中
を
呼

び
寄
せ
、
前
年
の
旅
人
の
追
立
以
後
、
村
内
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
に
つ
い
て
、
迫

別
に
改
め
る
よ
う
に
申
付
け
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
医
者
宮
田
賢
毓
、
大
工
幸
之

介
、
忠
左
衛
門
の
三
人
は
、「
村
方
為
ニ
相
成
候
者
」
な
の
で
、
追
立
な
い
と
し

て
い
る
。

文
化
一
五
年
四
月
二
日
に
は
、
酒
の
隠
し
売
り
の
吟
味
に
仁
才
頭
中
が
動
員
さ

れ
て
い
る
。
善
作
、
房
蔵
の
酒
の
隠
し
売
り
が
発
覚
し
、
人
の
出
入
り
が
多
い
江

川
町
、
浜
町
、
元
町
三
組
の
仁
才
頭
中
へ
以
後
の
吟
味
を
申
し
聞
か
せ
た
。
ま
た

隣
村
今
富
村
の
事
例
で
あ
る
が
、
文
化
九
年
二
月
七
日
、
切
支
丹
の
嫌
疑
が
も
た

れ
た
牛
肉
喰
一
件
に
も
仁
才
頭
は
関
与
し
て
い
る
。
牛
肉
を
「
癩
疾
之
薬
」
と
し

て
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
重
作
に
対
す
る
吟
味
を
、
通
報
を
う
け
た
仁
才
頭
が
吟

味
し
て
年
寄
に
報
告
し
た
。

そ
の
他
、
吟
味
、
取
締
以
外
の
役
割
と
し
て
、
文
化
六
年
五
月
二
七
日
、
浜
中

房
が
、
単
物
の
袖
口
に
絹
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
峯
の
見
ケ
〆
役
と
仁
才
頭
が

改
め
、
過
料
二
〇
人
夫
賃
銭
八
〇
目
を
会
所
へ
差
し
出
し
た
と
あ
る
。
実
際
の
倹

約
取
締
で
も
見
ケ
〆
役
と
仁
才
頭
が
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
。

ま
た
村
内
の
危
機
の
一
つ
で
あ
る
火
事
に
際
し
て
も
仁
才
頭
が
役
を
果
た
し
て

い
る
。
文
化
一
三
年
正
月
六
日
の
惣
村
中
寄
合
で
火
用
心
に
対
し
て
詳
細
な
取
り

決
め
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
文
化
一
一
年
八
月
浜
の
百
軒
、
文
化
一
二
年
一
一
月
宮

前
の
三
七
軒
、
一
二
月
元
向
の
六
〇
軒
と
連
続
し
て
起
こ
っ
た
火
事
へ
の
対
策
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
取
り
決
め
で
は
、
火
消
番
を
村
内
の
迫
毎
に
一
四
組
設
定
し
、

「
宮
前
組
次
左
衛
門
、
善
七
、
伝
三
郎
、
二
才
頭
〆
」
と
い
う
よ
う
に
、
組
頭
と

思
わ
れ
る
人
物
と
仁
才
頭
を
責
任
者
と
し
て
、
す
べ
て
の
組
の
名
前
を
記
し
た
。

そ
し
て
熊
手
や
大
鎌
な
ど
迫
で
準
備
す
べ
き
火
消
道
具
を
持
つ
人
物
名
を
提
出
す

る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
二
日
後
に
は
、
迫
の
宿
老
と
二
才
頭
を
村
会
所
ヘ
呼
び

出
し
、
火
用
心
を
厳
重
に
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。

同
じ
仁
才
頭
の
機
動
力
を
活
か
し
た
内
容
と
し
て
文
化
一
五
年
七
月
三
日
、
西

平
沖
に
現
れ
た
白
帆
大
船
一
艘
に
対
し
て
、
赤
瀬
峠
へ
諏
訪
仁
才
頭
中
、
江
尻
へ

江
川
町
東
西
、
浜
町
南
北
、
元
町
三
組
の
仁
才
頭
中
に
夜
間
の
見
張
り
を
命
じ
て

い
る
。

こ
れ
ら
火
事
や
難
船
つ
い
て
は
、
事
前
に
取
り
決
め
を
し
て
お
り
、
文
化
三
年

八
月
三
日
惣
村
中
呼
寄
に
「
五
ケ
年
已
前
戌
年
相
極
候
、
水
火
防
方
自
身
番
難
船

等
取
斗
手
当
極
書
読
渡
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
享
和
二
年
の
「
極
書
」
が
あ
り
、

そ
こ
に
洪
水
、
山
火
事
、
出
火
、
自
身
番
、
難
船
に
関
す
る
出
役
の
取
り
決
め
が

記
さ
れ
て
い
る（
45
）。「

洪
水
之
節
水
防
方
之
事
」
で
は
、
各
所
の
対
応
は
迫
別
、
山

火
事
で
は
稼
山
は
惣
村
中
、
持
山
は
持
主
と
そ
の
迫
中
全
員
、
自
身
番
の
担
当
は



一
二
七

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

一
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
代
前
半
ま
で
の
若
者
を
中
心
と
す
る
仁
才
は
、
迫
別
に

仁
才
頭
を
中
心
と
し
宿
を
拠
点
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
村
の
行
政
で
は
、
迫
内
の

盗
み
、
博
奕
、
旅
人
、
倹
約
違
反
、
酒
隠
売
な
ど
の
吟
味
や
取
締
、
火
事
や
難
船

救
助
の
出
動
な
ど
を
組
頭
や
宿
老
の
も
と
で
行
っ
た
。
仁
才
は
機
動
性
が
あ
り
、

村
の
下
級
警
察
的
な
存
在
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
反
面
、
こ
れ
ら

の
盗
み
や
博
奕
、
打
擲
な
ど
、
若
く
集
団
で
動
く
仁
才
自
身
が
起
こ
す
可
能
性
も

高
い
。
そ
の
点
、
寛
政
一
〇
年
の
申
渡
に
あ
る
よ
う
に
「
不
礼
無
沙
法
」
が
無
く
、

「
孝
行
」
を
尽
く
す
な
ど
、
道
徳
規
制
も
ふ
ま
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
部
分
が

特
徴
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
悪
的
な
部
分
を
抑
え
る
の
が
、
つ
ぎ
の
事
件
に
見
る

よ
う
に
迫
の
宿
老
の
役
割
で
あ
る
。
寛
政
一
一
年
七
月
一
六
日
に
白
木
河
内
へ
上

河
内
の
仁
才
中
が
行
き
理
不
尽
に
打
擲
し
、
八
人
が
怪
我
を
し
た
事
件
が
あ
る
。

こ
の
際
に
上
河
内
の
宿
老
共
を
呼
び
出
し
、
仁
才
中
を
明
日
吟
味
す
る
の
で
取
逃

が
さ
な
い
よ
う
申
し
付
け
た
と
あ
る
。
仁
才
中
の
起
こ
し
た
事
件
に
責
任
を
と
る

の
は
迫
の
宿
老
で
あ
っ
た
。

宿
老
は
つ
ぎ
の
日
記
の
記
述
の
よ
う
に
、
仁
才
と
は
違
い
迫
全
体
を
把
握
し
ま

と
め
る
存
在
で
あ
っ
た
。
寛
政
一
一
年
七
月
一
七
日
、
氏
神
八
幡
宮
の
雨
乞
で
は
、

迫
々
か
ら
宿
老
を
呼
出
し
、
祈
念
さ
せ
た
と
あ
る
。
享
和
三
年
二
月
七
日
に
は
畑

見
直
と
し
て
畝
数
や
位
等
を
相
改
め
た
が
、
そ
の
際
に
も
村
役
人
中
と
各
迫
の
宿

老
中
が
立
ち
合
っ
た
と
あ
る
。
文
化
五
年
正
月
二
〇
日
、
疱
瘡
流
行
の
際
に
惣
村

中
一
同
で
祈
祷
を
請
け
る
こ
と
と
決
ま
っ
た
。
こ
の
時
も
迫
々
か
ら
宿
老
中
を
会

所
ヘ
呼
出
し
て
、
祈
祷
を
請
け
た
。
文
化
六
年
八
月
六
日
、
高
浜
村
の
社
家
宮
口

氏
に
大
村
の
富
衛
門
を
婿
養
子
に
迎
え
る
際
に
も
、
追
々
の
宿
老
中
を
会
所
へ
呼

び
寄
せ
相
談
し
了
解
を
取
っ
て
い
る
。
文
化
一
四
年
六
月
二
六
日
、
村
役
人
中
と

の
宿
老
と
仁
才
頭
を
会
所
ヘ
呼
出
し
、
浜
中
の
道
作
り
の
申
し
付
け
や
、
文
化

一
五
年
正
月
四
日
、
惣
村
中
寄
会
で
は
八
幡
宮
へ
仁
才
一
組
か
ら
桜
を
二
本
づ
つ

植
え
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
同
年
八
月
一
一
日
に
は
、
冨
岡
ヘ
御
神
輿
を
受

取
に
行
く
人
員
と
し
て
仁
才
頭
を
含
め
た
人
夫
一
六
人
と
立
会
種
右
衛
門
を
派
遣

し
て
い
る
。

四
―
四　

仁
才
宿
と
宿
老

村
の
行
政
に
お
け
る
仁
才
頭
や
仁
才
の
役
割
は
、
日
記
か
ら
詳
細
に
判
明
す
る

が
、
日
常
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
近
世
末
期
の
仁
才
の
様
子
を
伝
え

る
慶
応
四
年
「
村
方
萬
覚
帳
」
と
い
う
文
書
が
存
在
す
る（
46
）。「

上
田
記
」
と
表
紙

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
一
代
庄
屋
上
田
定
珍
が
村
方
の
状
況
を
記
録
す
る
た
め
に

作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
定
珍
は
文
久
元
年
庄
屋
と
な
り
、
こ
の
時
二
五
歳

と
若
か
っ
た
こ
と
か
ら
村
の
先
例
調
査
、
ま
た
明
治
新
政
府
へ
の
政
権
交
代
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
村
明
細
帳
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
応
四
年
九
月
「
風
土
行
事
書
上
帳
」

な
ど
を
契
機
に
作
成
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
「
辰
冬
改
、
一
中
向

仁
才
中
名
前
之
事
」
と
あ
り
、
ま
ず
中
向
の
仁
才
四
〇
人
の
名
前
が
記
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
仁
才
宿
に
つ
い
て
記
さ
れ
、中
向
で
は
、け
ひ
、猪
五
郞
の
両
家
に
止
宿
し
、

農
業
の
合
間
、
夜
分
に
寄
合
す
る
と
あ
る
。
宿
料
は
祭
の
際
に
反
物
一
反
、
極
月

晦
日
に
金
弐
朱
を
持
参
す
る
の
み
で
あ
る
。
仁
才
へ
の
加
入
は
一
五
歳
か
ら
三
三

歳
ま
で
と
あ
る
。
続
け
て
同
じ
浜
地
区
の
宮
ノ
前
、
元
向
の
仁
才
宿
に
つ
い
て
記

す
が
、
宿
料
は
祭
、
大
晦
日
に
納
め
、
内
容
が
百
銭
、
手
拭
、
塩
な
ど
と
相
違
す

る
の
み
で
、
中
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
仁
才
宿
は
他
地
域
で
み
ら
れ
る
若

者
宿
と
同
様
の
施
設
と
思
わ
れ
る
。



一
二
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

年
寄
を
村
役
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
膨
大
な
御
用
に
対
応
し
て
い
っ
た
。

一
方
で
地
縁
集
団
で
あ
る
迫
に
は
、
村
役
人
に
準
じ
る
役
と
し
て
宿
老
、
仁
才

頭
が
お
か
れ
た
。
若
者
集
団
で
あ
る
仁
才
は
、
村
の
行
政
で
は
、
迫
内
の
盗
み
、

博
奕
、
旅
人
な
ど
の
吟
味
や
取
締
、
火
事
や
難
船
救
助
な
ど
を
請
け
負
っ
た
。
仁

才
は
村
の
下
級
警
察
的
な
存
在
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
盗

み
や
博
奕
、
打
擲
な
ど
、
仁
才
自
身
が
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
高
か
っ
た
。
そ
の

た
め
取
締
や
危
機
対
応
時
の
機
動
性
を
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、「
孝
行
」
を
説
く

な
ど
道
徳
規
制
も
必
要
な
二
面
性
を
持
っ
た
集
団
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
押
さ
え
、

迫
内
の
調
整
を
す
る
の
が
宿
老
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、大
庄
屋
、庄
屋
、

筆
者
な
ど
、
他
の
村
役
人
層
と
の
関
連
性
と
そ
の
比
較
、
家
頭
や
組
頭
、
親
類
な

ど
地
縁
、
血
縁
集
団
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

追
記　

史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
上
田
陶
石
合
資
会
社
、
田
中
光
徳
氏
に
は
御
高
配

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
稿
は
二
〇
〇
七
〜

二
〇
一
〇
年
度
、日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
A
））「
近

代
移
行
期
に
お
け
る
地
域
情
報
と
そ
の
蓄
積
過
程
に
関
す
る
比
較
制
度
研
究
」（
研

究
代
表
者
村
山
聡
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
（
1
）  

平
田
豊
弘
「
天
領
天
草
に
つ
い
て
」、
本
渡
市
教
育
委
員
会
『
天
領
天
草
大
庄
屋

木
山
家
文
書　

御
用
触
写
帳
』（
以
下「
御
用
触
写
帳
」と
略
す
）一
、一
九
九
五
年
、

一
〜
七
頁
。

（
2
）  

志
村
洋
「
中
間
支
配
機
構
と
商
業
高
利
貸
資
本
」、
渡
辺
尚
志
「
文
化
〜
天
保
期

宿
老
を
村
会
所
へ
呼
び
寄
せ
て
施
餓
鬼
一
件
の
相
談
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

宿
老
は
、
雨
乞
や
祈
祷
、
施
餓
鬼
、
社
家
の
養
子
に
関
す
る
宗
教
関
係
、
畑
の
畝

数
改
な
ど
、
迫
の
意
見
を
ま
と
め
、
村
全
体
で
調
整
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
た
。

仁
才
、
宿
老
共
に
、
村
役
人
で
は
な
い
が
、
迫
と
い
う
最
小
の
地
縁
集
団
に
お
け

る
重
要
な
村
内
集
団
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
近
世
天
草
郡
に
お
け
る
年
寄
、
百
姓
代
を
中
心
と
し
た
村
役
人
、
迫
の

仁
才
、
宿
老
に
つ
い
て
、
触
や
上
田
家
日
記
を
中
心
に
分
析
し
た
。
ま
ず
一
九
世

紀
前
半
の
高
浜
村
で
は
、
①
庄
屋
を
は
じ
め
、
年
寄
、
百
姓
代
、
肝
煎
、
立
会
な

ど
の
村
役
人
層
、
②
組
頭
や
家
頭
、
仁
才
、
宿
老
の
家
や
迫
関
係
、
③
百
姓
、
漁
師
、

問
屋
の
生
業
関
係
、
④
氏
子
、
檀
中
、
異
宗
回
信
の
宗
教
関
係
な
ど
、
様
々
な
村

内
集
団
な
ど
が
存
在
し
た
。

つ
ぎ
に
天
草
郡
の
村
役
人
、
特
に
年
寄
、
百
姓
代
に
つ
い
て
は
、
年
始
の
寄
合

で
人
選
し
冨
岡
役
所
へ
提
出
す
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
同
じ
天

草
郡
の
村
で
も
相
違
が
あ
り
、
村
中
の
人
選
と
庄
屋
の
選
定
、
勤
務
年
数
な
ど
、

村
の
事
情
に
応
じ
て
変
化
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
冨
岡
役
所
か
ら
の
触

に
も
表
れ
て
お
り
、
文
化
、
文
政
期
に
は
、
選
定
基
準
と
し
て
石
高
や
家
頭
で
あ

る
こ
と
の
確
認
な
ど
、
大
庄
屋
や
庄
屋
と
と
も
に
、
年
寄
、
百
姓
代
の
役
割
、
性

格
が
変
化
し
て
い
く
。
続
く
天
保
期
以
降
で
は
、
多
様
に
な
っ
た
御
用
に
不
慣
れ

な
村
役
人
の
増
加
に
よ
り
、
年
寄
、
百
姓
代
を
数
年
交
代
に
変
更
し
、
役
替
願
の

徹
底
な
ど
を
実
施
し
た
。
し
か
し
事
態
の
根
本
的
な
解
決
に
は
結
び
つ
か
ず
、
定



一
二
九

近
世
肥
後
国
天
草
郡
に
お
け
る
村
役
人
と
仁
才

化
一
五
年
、
全
二
〇
巻
、
天
草
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
〜
一
九
九
八
年
。
な

お
日
記
の
引
用
部
分
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
各
年
別
の
日
記
の
該
当
月
日
を
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

（
9
）  

前
掲
、
志
村
洋
「
中
間
支
配
機
構
と
商
業
高
利
貸
資
本
」、
二
一
五
〜
二
二
一
頁
。

（
10
）  

本
渡
市
教
育
委
員
会
『
天
領
天
草
大
庄
屋
木
山
家
文
書　

万
覚
』（
以
下
「
万
覚
」

と
略
す
）
二
、二
〇
〇
四
年
、
三
五
七
〜
三
五
八
頁
。

（
11
）  『
天
草
郡
村
々
明
細
帳
』
下
、
天
草
古
文
書
会
、
一
九
九
三
年
、
三
九
六
〜
三
九
七

頁
。

（
12
）  

各
村
の
「
風
土
行
事
書
上
帳
」
中
の
「
村
法
之
事
」。『
天
草
郡
村
々
明
細
帳
』
上
、

天
草
古
文
書
会
、
一
九
八
八
年
、
本
泉
村
二
六
一
頁
、
下
河
内
村
二
六
八
〜

二
六
九
頁
、
楠
浦
村
三
二
一
〜
三
二
四
頁
、『
天
草
郡
村
々
明
細
帳
』
下
、
福
連

木
村
一
三
二
〜
一
三
三
頁
。

（
13
）「
御
用
触
写
帳
」
一
〜
七
、一
九
九
七
〜
二
〇
〇
二
年
。

（
14
）  「
御
用
触
写
帳
」
二
、三
七
四
頁
。

（
15
）  「
御
用
触
写
帳
」
三
、三
七
一
頁
。

（
16
）  「
万
覚
」
二
、九
五
頁
。

（
17
）  「
御
用
触
写
帳
」
三
、四
一
一
〜
四
一
二
頁
。

（
18
）  

前
掲
、
渡
辺
尚
志
「
文
化
〜
天
保
期
の
大
庄
屋
と
地
域
社
会
」、
一
三
〇
頁
。

（
19
）  「
御
用
触
写
帳
」
三
、二
五
九
〜
二
六
〇
頁
。

（
20
）  

本
家
、
小
屋
に
つ
い
て
は
、
崎
津
村
の
事
例
で
あ
る
が
、
東
昇
「
文
化
二
年
「
天

草
崩
れ
」
と
宗
門
改
帳
―
肥
後
国
天
草
郡
崎
津
村
文
書
を
中
心
に
―
」『
京
都
府

立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
・
社
会
）』
六
〇
、二
〇
〇
八
年
、
六
九
〜
八
四
頁
。

（
21
）  

前
掲
、渡
辺
尚
志「
文
化
〜
天
保
期
の
大
庄
屋
と
地
域
社
会
」一
七
二
〜
一
七
七
頁
。

（
22
）  「
御
用
触
写
帳
」
四
、四
四
四
〜
四
四
五
頁
。

（
23
）  「
御
用
触
写
帳
」
五
、二
一
三
〜
二
一
四
頁
。

（
24
）  「
御
用
触
写
帳
」
五
、二
二
四
〜
二
二
五
頁
。

（
25
）  「
御
用
触
写
帳
」
七
、三
三
〜
三
四
頁
、
一
四
〇
頁
。

（
26
）  「
御
用
触
写
帳
」
五
、三
〇
二
頁
。

（
27
）  「
御
用
触
写
帳
」
七
、三
二
七
頁
。

（
28
）  「
御
用
触
写
帳
」
七
、二
一
六
頁
。

の
大
庄
屋
と
地
域
社
会
」、
い
ず
れ
も
渡
辺
尚
志
編
『
近
世
地
域
社
会
論
―
幕
領

天
草
の
大
庄
屋
・
地
役
人
と
百
姓
相
続
―
』
一
九
九
九
年
、
岩
田
書
院
、
一
七
二

〜
一
七
八
頁
、
二
一
九
〜
二
二
一
頁
。

（
3
）  

苓
北
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
苓
北
町
史
』
一
九
八
四
年
、
三
六
九
〜
三
七
〇
頁
、

本
渡
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編 『
本
渡
市
史
』
一
九
九
一
年
、
五
〇
四
〜
五
〇
六
頁
。

（
4
）  

同
様
の
集
団
と
し
て
信
濃
の
事
例
で
あ
る
が
、
古
川
貞
雄
が
近
世
後
期
の
若
者
組

の
行
動
や
規
制
、
議
定
書
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
（『
村
の
遊
び
日
―
休
日
と
若

者
組
の
社
会
史
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、
二
三
七
〜
二
六
七
頁
）。
ま
た
仁
才

の
事
例
は
、
社
会
人
類
学
の
江
守
五
夫
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
蒲
生
町
白

男
部
落
で
は
、
一
五
歳
か
ら
三
五
歳
ま
で
の
男
子
で
「
二
歳
（
に
せ
）」
集
団
が

機
能
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（「
年
齢
階
梯
制
村
落
の
社
会
構
造
」『
法
律

論
叢
』四
八
―
二
・
三
、一
九
七
五
〜
一
九
七
六
年（
再
収『
日
本
村
落
社
会
の
構
造
』

弘
文
堂
、
一
九
七
六
年
、
一
八
一
頁
）。
ま
た
薩
摩
藩
士
鎌
田
正
純
が
記
し
た
幕

末
の
日
記
に
も
「
二
才
」
と
い
う
若
者
集
団
が
記
さ
れ
る
（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
『
鎌
田
正
純
日
記
』
一
〜
三
、一
九
八
九
〜
一
九
九
一
年
）。

（
5
）  

二
才
、
宿
老
は
、
前
掲
『
苓
北
町
史
』、
五
和
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
五
和
町
の

民
俗
「
聞
き
書
集
」』、
二
〇
〇
〇
年
、
安
田
宗
生
『
上
天
草
市
史
大
矢
野
町
編
五

　

島
の
暮
ら
し
と
祭
り
』
二
〇
〇
八
年
に
記
述
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
聞
き
取
り

調
査
、
近
代
の
青
年
団
の
本
文
中
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は

後
注
参
照
。

（
6
）  

東
昇
「
近
世
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
漁
民
と
村
政
」『
京
都
府
立
大
学

学
術
報
告
（
人
文
）』
六
二
、二
〇
一
〇
年
、
一
二
五
〜
一
四
〇
頁
。
東
昇
「
肥
後

国
天
草
に
お
け
る
人
・
物
の
移
動
―
旅
人
改
帳
・
往
来
請
負
帳
の
分
析
―
」
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』
二
八
、二
〇
〇
四
年
、
二
九
九
〜
三
二
二

頁
。

（
7
）  

上
田
家
文
書
は
、庄
屋
家
の
子
孫
に
あ
た
る
上
田
陶
石
合
資
会
社（
熊
本
県
天
草
市
）

が
所
蔵
す
る
。
な
お
文
書
目
録
は
天
草
町
教
育
委
員
会
編
『
天
草
町
上
田
家
文
書

目
録
』
一
九
九
六
年
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
上
田
家

文
書
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
文
書
番
号
を
記
す
。

（
8
）  

天
草
町
教
育
委
員
会
『
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋　

上
田
宜
珍
日
記
』
寛
政
五
年
〜
文



一
三
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
三
号

学
校
を
卒
業
し
た
男
子
は
三
月
一
〇
日
の
金
毘
羅
祭
礼
の
際
に
、
青
年
団
に
入
る

ニ
シ
ャ
イ
リ
（
二
才
入
り
、
入
団
）
を
行
っ
て
い
た
と
あ
る
。
青
年
団
で
は
一
番

若
い
年
齢
、徴
兵
検
査
前
の
も
の
を
ニ
シ
ャ
ゴ
、そ
の
つ
ぎ
を
チ
ュ
ー
ロ
ー
（
中
老
）

と
呼
ん
で
い
た
と
あ
る
（
前
掲
『
上
天
草
市
史
大
矢
野
町
編
五　

島
の
暮
ら
し
と

祭
り
』
一
〇
九
頁
）。

（
42
）  

前
掲
、『
天
草
郡
村
々
明
細
帳
』
下
、
三
九
七
頁
。

（
43
）  

上
田
陶
石
合
資
会
社
田
中
光
徳
氏
に
よ
る
と
、
現
在
で
も
高
浜
地
区
で
は
、
掛
役
、

仁
才
頭
（
に
し
ぇ
か
し
ら
）
の
役
職
が
あ
る
と
い
う
（
二
〇
一
〇
年
八
月
調
査
）。

（
44
）  「
御
用
触
写
帳
」
一
、三
四
七
頁
。

（
45
）  

上
田
家
文
書
五
―
一
三
六
―
二
。

（
46
）  

上
田
家
文
書
四
―
四
二
。

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日
受
理
）

（
ひ
が
し　

の
ぼ
る　

文
学
部
歴
史
学
科
准
教
授
）

（
29
）  
上
田
家
文
書
五
―
一
九
八
。

（
30
）  
現
存
し
て
い
る
高
浜
村
の
村
明
細
帳
の
な
か
で
、
村
役
人
給
が
記
さ
れ
る
正
徳
四
、

享
保
一
七
、
寛
延
三
、
宝
暦
一
一
、
明
和
五
、
寛
政
元
、
天
保
九
年
は
、
す
べ
て

上
田
家
文
書
で
あ
る
。
内
容
に
関
し
て
は
『
天
草
郡
村
々
明
細
帳
』
下
、

一
九
九
三
年
を
利
用
し
た
。

（
31
）  

冨
善
一
敏
「
天
草
の
筆
者
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
―
『
御
用
触
写
帳
』
と
『
上

田
宜
珍
日
記
』
か
ら
―
」「
御
用
触
写
帳
」
七
、二
〇
〇
二
年
、
一
〜
一
三
頁
。

（
32
）  

笹
本
正
治
「
近
世
百
姓
印
章
の
一
考
察
」『
史
学
雑
誌
』
八
九
―
七
、一
九
八
〇
年
。

再
収
『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
一
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
。

（
33
）  

東
昇
「
印
判
を
作
っ
た
百
姓
た
ち
―
年
寄
茂
左
衛
門
家
の
人
々
―
」『
村
人
が
語

る
一
七
世
紀
の
村
―
岡
山
藩
領
備
前
国
尾
上
村
総
合
研
究
報
告
書
―
』
九
州
大
学

服
部
英
雄
研
究
室
、
一
九
九
七
年
、
一
五
〜
一
八
頁
。

（
34
）  

水
本
邦
彦
「
村
と
村
民
―
今
堀
村
に
お
け
る
―
」『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
三
〜
一
七
頁
。

（
35
）  

た
と
え
ば
「
宗
門
請
取
手
形
」（
上
吾
川
宮
内
家
文
書
二
三
―
一
〇
―
二
、
愛
媛

県
立
図
書
館
所
蔵
）、「
宗
門
送
手
形
」（
今
坊
久
保
家
文
書
、
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館
所
蔵
）
に
村
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）  

上
田
家
文
書
八
―
一
〜
三
八
。

（
37
）  「
御
用
触
写
帳
」
二
、三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
。

（
38
）  

前
掲
、
東
昇
「
近
世
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
漁
民
と
村
政
」、
一
三
三

〜
一
三
五
頁
。

（
39
）  

上
田
家
文
書
追
五
―
一
六
四
―
一
〜
四
。 

（
40
）  

上
田
家
文
書
七
―
一
〇
四
。

（
41
）  

天
草
の
二
才
に
つ
い
て
二
江
で
は
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
代
頃
ま
で
二
江

神
社
の
祭
礼
で
、
二
才
頭
（
青
年
団
長
）
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
前
掲
『
五

和
町
の
民
俗
「
聞
き
書
集
」』、
二
七
頁
）。
志
岐
で
は
、
明
治
期
の
「
管
内
実
態

調
査
」
に
、若
者
を
区
別
し
て
上
若
者
（
無
妻
者
で
二
五
才
以
上
）、中
若
者
（
二
〇

才
〜
二
五
才
）、
二
才
（
一
五
才
〜
二
〇
才
）
と
し
、
他
に
宿
老
若
者
（
妻
帯
者

で
若
者
の
相
談
役
）
が
お
り
、若
者
宿
に
集
団
宿
泊
し
て
い
た
と
あ
る
（
前
掲
『
苓

北
町
史
』
七
七
三
〜
七
七
四
頁
）。
田
端
で
は
、
戦
前
と
思
わ
れ
る
が
、
高
等
小
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